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平成27年6月15日◇国頭村議会だより【第97号】 14

平成２７年春の叙勲 山田義隆氏　旭日双光章受章
　昭和４９年９月、地域から推されて国頭村議会議

員に当選して以来、平成２２年９月までの７期余２

６年の永きにわたり在職し、昭和５７年９月から昭

和６１年９月までは１期４年間副議長、昭和６１年

９月から昭和６３年１０月までの２年は議長の要職

を務め、議会の民主的かつ円滑な運営に尽力した。

　また、氏は昭和６３年１０月から平成８年１０月

までは国頭村収入役として、村の活性化、村勢の振

興発展に寄与した。平成１４年１０月から平成２２

年９月までの２期８年、国頭村監査委員として、村

行政の予算の適正及び効率的執行について尽力さ

れ、村民福祉の向上、行政改革の推進においての功

績は誠に大であり、平成２７年４月２９日に旭日双

光章を受章された。山田義隆氏勲記と勲章を胸に妻菊子さんと記念撮影

自 治 功 労 者 表 彰
　元議員仲井間

宗明、前田徳榮

の両氏と宮城誠

議員が、議会議

員として１１年

以上在職し、自

治功労者として

沖縄県町村議会

議長会長より平

成２７年２月１

２日付けで表彰

された。

３月定例会において金城利光議長より賞状を伝達された３名の受賞者（平成２７年３月６日）

　さわやかな天気で過ごすことができたゴールデンウィークも終わり、イジュの花洗い雨（梅雨）の時期
がやってきました。
　夏が近づくとハブが活発に動き出す。田畑や山野、草地などへの出入りや夜間は特に注意しましょう。
夏本番に向けて健康管理を怠らず、また日射病や水難事故防止にも十分に留意するよう心がけましょう。

広報委員　渡口直樹

あ と が き
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平成２７年第２回（３月）国頭村議会定例会
　平成２７年第２回（３月）国頭村議会定例会は、３月６日から３月２０日までの１５日間で開催された。 本定
例会に提案された議案は、平成２７年度一般会計予算、他特別会計予算および平成２６年度補正予算４件、条
例制定等７件、人事案件１件、報告４件、指定管理者の指定２件、その他４件、一般質問は８名の議員が質問さ
れた。議案２０号の人事案件は、元役場経済課長の古堅正幸氏を国頭村固定資産評価審査委員会委員に選
任する議案が提出された。採決は全会一致で可決された。その他審議の結果は次のとおりです。

議 案 第 原案可決平成２６年度一般会計補正予算（第６号） ３９，３２５千円増額の５，７０４，４００千円とする2号

議 案 第 原案可決平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算
（第４号） ４５，２５５千円増額の９５５，２０９千円とする3号

議 案 第 原案可決平成２６年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） ７１３千円増額の５１，１７４千円とする4号

議 案 第 原案可決平成２６年度簡易水道特別会計補正予算
（第３号） ６，４３２千円増額の４６３，４２１千円とする5号

議 案 第 原案可決国頭村心身障害児適正就学指導委員会設置条
例の一部改正 条例の文言一部を適切な表現に改正12号

議 案 第 原案可決与那地区交流拠点施設の設置及び管理に関す
る条例の制定

与那地区交流拠点施設の建築に伴ない、設置及び管理
についての条例制定14号

議 案 第 原案可決指定管理者の指定（与那地区交流拠点施設） 国頭村公の施設に係る指定管理者の指定手続きに関す
る条例第７条の規定により指定が必要である。15号

議 案 第 原案可決指定管理者の指定（やんばる学びの森） 国頭村公の施設に係る指定管理者の指定手続きに関す
る条例第７条の規定により指定が必要である。16号

議 案 第 原案可決国頭村過疎地域自立促進計画の一部変更 幼保連携総合施設整備事業、村立診療所医療機器拡充
事業、野球場人口芝・クロカンコース整備事業外追加変更17号

議 案 第 原案可決国頭村辺地に係る総合整備計画の策定 国頭村の辺地に係る公共的施設を総合的に整備する為
の整備計画18号

議 案 第 原案可決土地の取得（やんばる３村観光連携拠点施設整
備事業）

国頭村奥間地内（物産センター隣地）８，０５５㎡の
土地取得の議会承認19号

発議案第 原案可決国頭村議会委員会条例の一部改正 国頭村議会広報員会を、これまでの特別委員会から常
任委員会とするための改正1号

発議案第 原案可決国頭村議会会議規則の一部改正 一般質問において、質問席を設け質疑を対面方式とする
ための規則改正2号

決議案第 原案可決議員派遣の件 議員の奈良、三重、和歌山三県への先進地行政視察研
修への派遣のため。2号

報 告 第 受 理議会の委任による専決処分の報告
伊地線伊地第二橋・伊地満川線伊地満川橋橋梁架替工
事請負契約の変更
今回変更増額　　　７５０，６００円
変更後の契約金額　４９，３５０，６００円　

3号

報 告 第 受 理議会の委任による専決処分の報告
宜名真辺戸線道路改良工事請負契約の変更
今回変更増額　　　３，９９７，０８０円
変更後の契約金額　７０，８７０，６８０円　

4号

報 告 第 受 理議会の委任による専決処分の報告
辺野喜楚洲線道路改良工事請負契約の変更
今回変更増額　　　３２４，０００円
変更後の契約金額　６８，９０４，０００円　

5号

報 告 第 受 理議会の委任による専決処分の報告
辺土名大通り線道路改良工事（その１）請負契約の変更
今回変更減額　　　３，９５４，９６０円
変更後の契約金額　４７，２７１，６００円　

6号

議 案 第 原案可決平成２７年度一般会計予算 歳入歳出それぞれ５，４２１，９９５千円と定める6号
議 案 第 原案可決平成２７年度国民健康保険特別会計予算 歳入歳出それぞれ９５６，９３３千円と定める7号
議 案 第 原案可決平成２７年度後期高齢者医療特別会計予算 歳入歳出それぞれ５１，２５５千円と定める8号
議 案 第 原案可決平成２７年度簡易水道特別会計予算 歳入歳出それぞれ３８０，０５５千円と定める9号
議 案 第 原案可決国頭村行政手続き条例の一部改正 行政手続き法の改正に伴う改正10号
議 案 第 原案可決国頭村出産祝金に関する条例の一部改正 支給額の増額変更11号

議 案 第 原案可決国頭村立幼稚園預かり保育料徴収条例の制定 子ども・子育て支援新制度の施行に伴う条例制定13号

議 案 第 原案可決国頭村固定資産評価審査委員会委員の選任 住所 国頭村字安田 氏名 古堅正幸 昭和２８年生れ20号
議 案 第 原案可決国頭村職員の給与に関する条例の一部改正 県との人事交流に伴う県出向職員の給与を定めるため21号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成27年度当初予算

幼保連携型総合施設（こども園）を建設へ

村税
11.30%

自主財源
16.43%

依存財源
83.57%

国庫支出金
8.99%

県支出金
18.99%地方交付税

39.67%

村債
12.76%

諸収入 1.21%その他の依存財源 1.80%

予備費 0.18%

財産収入 1.16%
繰越金 1.11%
分担金及び負担金 0.27%
使用料及び手数料 0.72%

繰入金 0.06%

自動車取得税交付金 0.07%
地方消費税交付金 1.31%
地方譲与税 0.56%

612,473
65,671
62,801
60,000
14,895
39,104

2
3,465
507

487,361
1,029,771

3,975
71,262
30,164

2,151,032
691,800
97,712

村税
諸収入
財産収入
繰越金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
寄付金
繰入金
地方特例交付金
国庫支出金
県支出金
自動車取得税交付金
地方消費税交付金
地方譲与税
地方交付税
村債
その他の依存財源

自
主
財
源

依
存
財
源

【歳入】 単位：千円

872,025
816,795
34,041
302,021
1,102,178
621,209
1,242,079
1,197,029
45,050

8
3,799

417,840
10,000

人件費
物件費
維持補修費
扶助費
補助費等
公債費
普通建設事業費
　うち補助事業費
　うち単独事業費
災害復旧事業費
積立金
操出金
予備費

経
常
的
経
費

投
資
的
経
費
そ
の
他
の
経
費

【歳出】 単位：千円

歳出
54億

2,200万円

歳入
54億

2,200万円

人件費
16.08%

物件費
15.06%

扶助費
5.57%

経常的経費
69.13%

投資的
経費
22.91%

その他
の経費
7.96%

補助費等
20.33%

公債費
11.46%

操出金
7.71%

普通建設
事業費
22.91%

維持補修費 0.63%

積立金
0.07%

　平成２７年度一般会計当初予算は、５４億２２００万円で、前年度比３億４０６７万円の６．７％増となっています。
　一般会計を含む４会計が賛成多数で可決しました。主な事業としては、みだしのこども園整備事業、一括交付金事
業の多自然川づくり事業、森林環境保全事業、安田漁港線道路改良事業、辺土名団地立替事業（旧団地解体工事）な
どがあります。その外、負担金では、国頭地区行政事務組合が進める焼却施設の整備関連工事費等３億９０１６万円
が計上されています。なお、歳入の財源別構成は、自主財源が８億５８４１万円の構成比わずか１５．８％で、８４．２％
の４５億６３５８万円を依存財源に頼る歳入状況にあります。
　 歳出の性質別構成は、消費的経費が３１億２７０６万円、５７．７％、普通建設事業１２億４２０８万円の２２．９％、
公債費６億２１２１万円、１１．５％、その他の経費が４億３６５５万円８．６％となっています。
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平成２７年第２回（３月）国頭村議会定例会
　平成２７年第２回（３月）国頭村議会定例会は、３月６日から３月２０日までの１５日間で開催された。 本定
例会に提案された議案は、平成２７年度一般会計予算、他特別会計予算および平成２６年度補正予算４件、条
例制定等７件、人事案件１件、報告４件、指定管理者の指定２件、その他４件、一般質問は８名の議員が質問さ
れた。議案２０号の人事案件は、元役場経済課長の古堅正幸氏を国頭村固定資産評価審査委員会委員に選
任する議案が提出された。採決は全会一致で可決された。その他審議の結果は次のとおりです。

議 案 第 原案可決平成２６年度一般会計補正予算（第６号） ３９，３２５千円増額の５，７０４，４００千円とする2号

議 案 第 原案可決平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算
（第４号） ４５，２５５千円増額の９５５，２０９千円とする3号

議 案 第 原案可決平成２６年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） ７１３千円増額の５１，１７４千円とする4号

議 案 第 原案可決平成２６年度簡易水道特別会計補正予算
（第３号） ６，４３２千円増額の４６３，４２１千円とする5号

議 案 第 原案可決国頭村心身障害児適正就学指導委員会設置条
例の一部改正 条例の文言一部を適切な表現に改正12号

議 案 第 原案可決与那地区交流拠点施設の設置及び管理に関す
る条例の制定

与那地区交流拠点施設の建築に伴ない、設置及び管理
についての条例制定14号

議 案 第 原案可決指定管理者の指定（与那地区交流拠点施設） 国頭村公の施設に係る指定管理者の指定手続きに関す
る条例第７条の規定により指定が必要である。15号

議 案 第 原案可決指定管理者の指定（やんばる学びの森） 国頭村公の施設に係る指定管理者の指定手続きに関す
る条例第７条の規定により指定が必要である。16号

議 案 第 原案可決国頭村過疎地域自立促進計画の一部変更 幼保連携総合施設整備事業、村立診療所医療機器拡充
事業、野球場人口芝・クロカンコース整備事業外追加変更17号

議 案 第 原案可決国頭村辺地に係る総合整備計画の策定 国頭村の辺地に係る公共的施設を総合的に整備する為
の整備計画18号

議 案 第 原案可決土地の取得（やんばる３村観光連携拠点施設整
備事業）

国頭村奥間地内（物産センター隣地）８，０５５㎡の
土地取得の議会承認19号

発議案第 原案可決国頭村議会委員会条例の一部改正 国頭村議会広報員会を、これまでの特別委員会から常
任委員会とするための改正1号

発議案第 原案可決国頭村議会会議規則の一部改正 一般質問において、質問席を設け質疑を対面方式とする
ための規則改正2号

決議案第 原案可決議員派遣の件 議員の奈良、三重、和歌山三県への先進地行政視察研
修への派遣のため。2号

報 告 第 受 理議会の委任による専決処分の報告
伊地線伊地第二橋・伊地満川線伊地満川橋橋梁架替工
事請負契約の変更
今回変更増額　　　７５０，６００円
変更後の契約金額　４９，３５０，６００円　

3号

報 告 第 受 理議会の委任による専決処分の報告
宜名真辺戸線道路改良工事請負契約の変更
今回変更増額　　　３，９９７，０８０円
変更後の契約金額　７０，８７０，６８０円　

4号

報 告 第 受 理議会の委任による専決処分の報告
辺野喜楚洲線道路改良工事請負契約の変更
今回変更増額　　　３２４，０００円
変更後の契約金額　６８，９０４，０００円　

5号

報 告 第 受 理議会の委任による専決処分の報告
辺土名大通り線道路改良工事（その１）請負契約の変更
今回変更減額　　　３，９５４，９６０円
変更後の契約金額　４７，２７１，６００円　

6号

議 案 第 原案可決平成２７年度一般会計予算 歳入歳出それぞれ５，４２１，９９５千円と定める6号
議 案 第 原案可決平成２７年度国民健康保険特別会計予算 歳入歳出それぞれ９５６，９３３千円と定める7号
議 案 第 原案可決平成２７年度後期高齢者医療特別会計予算 歳入歳出それぞれ５１，２５５千円と定める8号
議 案 第 原案可決平成２７年度簡易水道特別会計予算 歳入歳出それぞれ３８０，０５５千円と定める9号
議 案 第 原案可決国頭村行政手続き条例の一部改正 行政手続き法の改正に伴う改正10号
議 案 第 原案可決国頭村出産祝金に関する条例の一部改正 支給額の増額変更11号

議 案 第 原案可決国頭村立幼稚園預かり保育料徴収条例の制定 子ども・子育て支援新制度の施行に伴う条例制定13号

議 案 第 原案可決国頭村固定資産評価審査委員会委員の選任 住所 国頭村字安田 氏名 古堅正幸 昭和２８年生れ20号
議 案 第 原案可決国頭村職員の給与に関する条例の一部改正 県との人事交流に伴う県出向職員の給与を定めるため21号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成27年度当初予算

幼保連携型総合施設（こども園）を建設へ

村税
11.30%

自主財源
16.43%

依存財源
83.57%

国庫支出金
8.99%

県支出金
18.99%地方交付税

39.67%

村債
12.76%

諸収入 1.21%その他の依存財源 1.80%

予備費 0.18%

財産収入 1.16%
繰越金 1.11%
分担金及び負担金 0.27%
使用料及び手数料 0.72%

繰入金 0.06%

自動車取得税交付金 0.07%
地方消費税交付金 1.31%
地方譲与税 0.56%

612,473
65,671
62,801
60,000
14,895
39,104

2
3,465
507

487,361
1,029,771

3,975
71,262
30,164

2,151,032
691,800
97,712

村税
諸収入
財産収入
繰越金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
寄付金
繰入金
地方特例交付金
国庫支出金
県支出金
自動車取得税交付金
地方消費税交付金
地方譲与税
地方交付税
村債
その他の依存財源

自
主
財
源

依
存
財
源

【歳入】 単位：千円

872,025
816,795
34,041
302,021
1,102,178
621,209
1,242,079
1,197,029
45,050

8
3,799

417,840
10,000

人件費
物件費
維持補修費
扶助費
補助費等
公債費
普通建設事業費
　うち補助事業費
　うち単独事業費
災害復旧事業費
積立金
操出金
予備費

経
常
的
経
費

投
資
的
経
費
そ
の
他
の
経
費

【歳出】 単位：千円

歳出
54億

2,200万円

歳入
54億

2,200万円

人件費
16.08%

物件費
15.06%

扶助費
5.57%

経常的経費
69.13%

投資的
経費
22.91%

その他
の経費
7.96%

補助費等
20.33%

公債費
11.46%

操出金
7.71%

普通建設
事業費
22.91%

維持補修費 0.63%

積立金
0.07%

　平成２７年度一般会計当初予算は、５４億２２００万円で、前年度比３億４０６７万円の６．７％増となっています。
　一般会計を含む４会計が賛成多数で可決しました。主な事業としては、みだしのこども園整備事業、一括交付金事
業の多自然川づくり事業、森林環境保全事業、安田漁港線道路改良事業、辺土名団地立替事業（旧団地解体工事）な
どがあります。その外、負担金では、国頭地区行政事務組合が進める焼却施設の整備関連工事費等３億９０１６万円
が計上されています。なお、歳入の財源別構成は、自主財源が８億５８４１万円の構成比わずか１５．８％で、８４．２％
の４５億６３５８万円を依存財源に頼る歳入状況にあります。
　 歳出の性質別構成は、消費的経費が３１億２７０６万円、５７．７％、普通建設事業１２億４２０８万円の２２．９％、
公債費６億２１２１万円、１１．５％、その他の経費が４億３６５５万円８．６％となっています。
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〔一般質問〕 3月の定例議会〔一般質問〕 3月の定例議会
①
世
界
自
然
遺
産
の
意
義
や
メ

リ
ッ
ト
、
影
響
な
ど
の
具
体
的

事
例
を
あ
げ
て
地
域
の
合
意
形

成
に
万
全
を
尽
く
す
よ
う
環
境

省
へ
進
言
す
べ
き
で
は
。

②
観
光
客
誘
発
施
設
と
し
て
国

立
自
然
史
博
物
館
を
本
村
へ
の

誘
致
活
動
を
展
開
す
べ
き
で

は
。

③
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
等

施
設
は
環
境
省
が
設
立
し
、
新

潟
県
と
佐
渡
市
が
管
理
運
営
し

て
い
る
。
国
指
定
の
希
少
動
物

は
本
来
環
境
省
が
保
護
管
理
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
自
主
財
源

の
乏
し
い
本
村
と
し
て
は
、
ク

イ
ナ
の
保
護
シ
ェ
ル
タ
ー
、
観

察
小
屋
、
環
境
教
育
セ
ン
タ
ー

や
ん
ば
る
学
び
の
森
の
建
物
施

設
を
環
境
省
へ
委
譲
す
べ
き
で

は
。

④
政
府
に
日
米
地
位
協
定
を
改

定
し
、
米
軍
北
部
訓
練
場
に
環

境
関
連
法
案
が
適
用
さ
れ
る
よ

う
要
請
す
べ
き
で
は
。

⑤
国
道
及
び
県
道
を
片
道
２
車

線
に
す
る
な
ど
道
路
交
通
網
の

整
備
拡
充
を
国
や
沖
縄
県
に
要

請
し
、
交
通
渋
滞
の
解
消
や
救

急
搬
送
体
制
の
確
立
を
図
る
べ

き
で
は
。

⑥
消
防
・
防
災
・
救
急
ヘ
リ
の

試
験
的
運
用
に
つ
い
て
、
今
一

度
村
長
の
決
意
は
。

⑦
恩
納
村
の
海
岸
線
は
国
立
公

園
地
域
で
あ
る
が
、
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
が
た
く
さ
ん
建
っ
て
い

る
。
ホ
テ
ル
か
ら
恩
納
村
に
入

る
固
定
資
産
税
等
の
収
入
が
年

間
12
億
円
超
え
で
自
主
財
源
確

保
の
根
源
に
な
っ
て
い
る
。

　世
界
自
然
遺
産
登
録
の
機
会

は
、
長
期
滞
在
型
観
光
の
推
進

の
た
め
の
高
層
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
誘
致
・
建
設
を
可
能
に
す
る

た
め
に
も
本
村
の
観
光
振
興
等

の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
国

定
公
園
等
の
岩
盤
規
制
の
緩
和

を
政
府
に
要
請
し
、
規
制
緩
和

が
叶
う
ま
で
は
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
は
先
送
り
す
べ
き
で

は
。

⑧
安
波
ダ
ム
な
ど
の
建
設
の
際

に
は
、
本
村
の
地
域
振
興
25
項

目
の
要
望
で
覚
書
を
締
結
し
て

お
り
、
覚
書
を
締
結
す
る
考
え

は
な
い
か
。

①
環
境
省
に
は
先
進
地
等
の
事

例
を
踏
ま
え
た
よ
り
丁
寧
な
説

明
を
求
め
て
い
き
た
い
。

②
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

誘
致
活
動
を
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

③
施
設
の
整
備
目
的
外
使
用
に

該
当
す
る
な
ど
補
助
金
等
の
返

還
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
の
と
こ
ろ
委
譲
は
困
難
で
あ

る
。

④
沖
縄
県
軍
用
地
転
用
促
進
協

議
会
の
一
構
成
団
体
と
し
て
、

沖
縄
県
な
ど
関
係
機
関
と
密
接

に
連
携
し
な
が
ら
要
請
行
動
を

進
め
て
い
き
た
い
。

⑤
村
域
の
一
体
性
を
高
め
る
幹

線
道
路
と
し
て
、
利
便
性
の
高

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
、
村
と
し
て

県
道
70
号
・
県
道
２
号
の
国
道

編
入
に
つ
い
て
沖
縄
振
興
拡
大

会
議
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

⑥
県
全
域
を
対
象
と
し
た
防
災

ヘ
リ
の
配
備
は
必
要
で
あ
り
、

県
へ
の
要
請
を
含
め
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
。

⑦
他
候
補
地
と
の
連
携
も
必
要

で
あ
り
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

の
先
送
り
は
、
本
村
だ
け
で
は

判
断
で
き
な
い
。

⑧
地
域
振
興
策
等
を
網
羅
し
た

要
望
の
覚
書
締
結
は
世
界
自
然

遺
産
の
趣
旨
に
即
す
る
も
の
と

は
思
え
な
い
。
保
護
規
制
に
よ

る
影
響
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

農
林
水
産
業
、
商
工
観
光
分
野

等
で
の
規
制
へ
の
対
応
す
る
計

画
を
関
係
機
関
と
構
築
し
、
地

域
振
興
策
等
の
事
業
化
に
取
り

組
み
た
い
。

　仮
設
的
な
冠
水
防
止
対
策
を

し
て
、
そ
の
後
の
経
過
観
察
を

通
じ
て
排
水
機
能
の
抜
本
的
な

対
策
を
講
じ
ま
す
。

　道
路
側
溝
の
見
直
し
と
路
体

や
の
り
面
強
化
を
あ
わ
せ
た
道

路
改
良
型
の
事
業
投
入
を
検
討

し
ま
す
。

知 花  正 寛
議員

問
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

お
け
る
私
権
と
地
域
振

興
策
等
に
つ
い
て

問
農
協
前
村
道
の
冠
水
防

水
対
策
は

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
村
道
半
地
上
原
線
の
側

溝
の
改
修
工
事
は

答
宮
城
久
和 

村
長

　一
般
廃
棄
物
ご
み
焼
却
施
設

建
設
に
関
す
る
覚
書
の
道
路
整

備
及
び
す
べ
り
止
め
舗
装
、
ま

た
農
業
用
水
取
水
施
設
ま
で
の

道
路
舗
装
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。　村

道
宇
嘉
最
終
処
分
場
線
の

道
路
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。
村

道
宇
嘉
最
終
処
分
場
線
に
つ
い

て
は
、
一
般
廃
棄
物
ご
み
焼
却

施
設
の
事
業
完
了
後
の
平
成
16

年
３
月
に
宇
嘉
農
道
か
ら
村
道

へ
と
移
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ご
承
知
の
と
お
り
、
急
峻
な

地
形
を
縦
走
す
る
線
形
で
農
道

事
業
で
の
整
備
が
な
さ
れ
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
お
よ
そ
２
キ

ロ
の
区
間
の
現
地
踏
査
に
お
い

て
、
曲
線
部
に
お
け
る
縦
断
勾

配
の
厳
し
い
箇
所
や
路
体
の
り

面
の
偏
倚
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

腐
食
劣
化
等
を
確
認
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
村
道
と
し
て
の

機
能
強
化
に
向
け
て
事
業
展
開

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　農
業
用
取
水
場
施
設
ま
で
の

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
質
問
の
道
路

は
宇
嘉
支
線
農
道
の
一
部
分
で

あ
り
、
取
水
施
設
ま
で
の
延
長

が
お
よ
そ
70
メ
ー
ト
ル
、
幅
員

３
．
５
メ
ー
ト
ル
の
砂
利
道
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
路
面
排
水

機
能
が
十
分
で
な
く
、
わ
だ
ち

掘
れ
や
焼
却
施
設
の
り
面
へ
の

浸
食
等
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
現
地
踏
査
を
行
い
、
補
修
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　今
後
、
佐
手
、
北
国
、
奥
、

安
田
、
安
波
の
児
童
生
徒
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
今
後
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
検
討
し
て
、
地
域
と
話

合
い
を
進
め
る
時
期
に
き
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　児
童
生
徒
の
教
育
の
現
状
に

つ
い
て
で
す
が
、
本
村
に
お
け

る
各
小
学
校
の
児
童
数
は
、
平

成
27
年
３
月
６
日
現
在
、
奥
間

小
学
校
95
人
、
辺
土
名
小
学
校

１
３
８
人
、
佐
手
小
学
校
10
人
、

北
国
小
学
校
６
人
、
奥
小
学
校

15
人
、
安
田
小
学
校
５
人
、
安

波
小
学
校
９
人
と
な
っ
て
お

り
、
５
年
後
に
は
、
奥
間
小
学

校
が
68
人
、
辺
土
名
小
学
校
が

１
２
８
人
、
佐
手
小
学
校
７
人
、

北
国
小
学
校
が
１
人
、
奥
小
学

校
が
７
人
、
安
田
小
学
校
９
人
、

安
波
小
学
校
３
人
の
児
童
数
に

な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の

件
に
関
し
ま
し
て
、
佐
手
、
北

国
、
奥
、
安
田
、
安
波
の
児
童

生
徒
の
減
少
に
つ
い
て
で
有
り

ま
す
け
れ
ど
も
本
村
に
お
い
て

は
、
５
校
の
小
学
校
が
小
規
模

校
で
各
学
校
で
複
式
授
業
を

行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
少
子
化

が
進
み
、
現
在
の
５
校
の
合
計

人
数
45
人
か
ら
27
人
に
減
少
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
状
推
定
か
ら
教
育

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
小
規

模
校
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
化
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

最
小
化
す
る
よ
う
、
よ
り
細
か

い
計
画
を
立
て
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
　
　

　一
方
本
村
の
区
域
の
立
地
や

学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ

と
や
、
防
災
・
地
域
交
流
の
場

等
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い

る
観
点
か
ら
、
首
長
部
局
・
教

育
委
員
会
・
保
護
者
・
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
、
児
童
生

徒
の
望
ま
し
い
学
習
環
境
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

山 城  弘 一
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
村
道
宇
嘉
最
終
処
分
場

線
の
整
備
に
つ
い
て

問
村
内
の
教
育
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

辺土名兼久～桃原の海辺の砂浜村道宇嘉線
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〔一般質問〕 3月の定例議会〔一般質問〕 3月の定例議会
①
世
界
自
然
遺
産
の
意
義
や
メ

リ
ッ
ト
、
影
響
な
ど
の
具
体
的

事
例
を
あ
げ
て
地
域
の
合
意
形

成
に
万
全
を
尽
く
す
よ
う
環
境

省
へ
進
言
す
べ
き
で
は
。

②
観
光
客
誘
発
施
設
と
し
て
国

立
自
然
史
博
物
館
を
本
村
へ
の

誘
致
活
動
を
展
開
す
べ
き
で

は
。

③
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
等

施
設
は
環
境
省
が
設
立
し
、
新

潟
県
と
佐
渡
市
が
管
理
運
営
し

て
い
る
。
国
指
定
の
希
少
動
物

は
本
来
環
境
省
が
保
護
管
理
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
自
主
財
源

の
乏
し
い
本
村
と
し
て
は
、
ク

イ
ナ
の
保
護
シ
ェ
ル
タ
ー
、
観

察
小
屋
、
環
境
教
育
セ
ン
タ
ー

や
ん
ば
る
学
び
の
森
の
建
物
施

設
を
環
境
省
へ
委
譲
す
べ
き
で

は
。

④
政
府
に
日
米
地
位
協
定
を
改

定
し
、
米
軍
北
部
訓
練
場
に
環

境
関
連
法
案
が
適
用
さ
れ
る
よ

う
要
請
す
べ
き
で
は
。

⑤
国
道
及
び
県
道
を
片
道
２
車

線
に
す
る
な
ど
道
路
交
通
網
の

整
備
拡
充
を
国
や
沖
縄
県
に
要

請
し
、
交
通
渋
滞
の
解
消
や
救

急
搬
送
体
制
の
確
立
を
図
る
べ

き
で
は
。

⑥
消
防
・
防
災
・
救
急
ヘ
リ
の

試
験
的
運
用
に
つ
い
て
、
今
一

度
村
長
の
決
意
は
。

⑦
恩
納
村
の
海
岸
線
は
国
立
公

園
地
域
で
あ
る
が
、
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
が
た
く
さ
ん
建
っ
て
い

る
。
ホ
テ
ル
か
ら
恩
納
村
に
入

る
固
定
資
産
税
等
の
収
入
が
年

間
12
億
円
超
え
で
自
主
財
源
確

保
の
根
源
に
な
っ
て
い
る
。

　世
界
自
然
遺
産
登
録
の
機
会

は
、
長
期
滞
在
型
観
光
の
推
進

の
た
め
の
高
層
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
誘
致
・
建
設
を
可
能
に
す
る

た
め
に
も
本
村
の
観
光
振
興
等

の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
国

定
公
園
等
の
岩
盤
規
制
の
緩
和

を
政
府
に
要
請
し
、
規
制
緩
和

が
叶
う
ま
で
は
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
は
先
送
り
す
べ
き
で

は
。

⑧
安
波
ダ
ム
な
ど
の
建
設
の
際

に
は
、
本
村
の
地
域
振
興
25
項

目
の
要
望
で
覚
書
を
締
結
し
て

お
り
、
覚
書
を
締
結
す
る
考
え

は
な
い
か
。

①
環
境
省
に
は
先
進
地
等
の
事

例
を
踏
ま
え
た
よ
り
丁
寧
な
説

明
を
求
め
て
い
き
た
い
。

②
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

誘
致
活
動
を
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

③
施
設
の
整
備
目
的
外
使
用
に

該
当
す
る
な
ど
補
助
金
等
の
返

還
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
の
と
こ
ろ
委
譲
は
困
難
で
あ

る
。

④
沖
縄
県
軍
用
地
転
用
促
進
協

議
会
の
一
構
成
団
体
と
し
て
、

沖
縄
県
な
ど
関
係
機
関
と
密
接

に
連
携
し
な
が
ら
要
請
行
動
を

進
め
て
い
き
た
い
。

⑤
村
域
の
一
体
性
を
高
め
る
幹

線
道
路
と
し
て
、
利
便
性
の
高

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
、
村
と
し
て

県
道
70
号
・
県
道
２
号
の
国
道

編
入
に
つ
い
て
沖
縄
振
興
拡
大

会
議
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

⑥
県
全
域
を
対
象
と
し
た
防
災

ヘ
リ
の
配
備
は
必
要
で
あ
り
、

県
へ
の
要
請
を
含
め
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
。

⑦
他
候
補
地
と
の
連
携
も
必
要

で
あ
り
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

の
先
送
り
は
、
本
村
だ
け
で
は

判
断
で
き
な
い
。

⑧
地
域
振
興
策
等
を
網
羅
し
た

要
望
の
覚
書
締
結
は
世
界
自
然

遺
産
の
趣
旨
に
即
す
る
も
の
と

は
思
え
な
い
。
保
護
規
制
に
よ

る
影
響
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

農
林
水
産
業
、
商
工
観
光
分
野

等
で
の
規
制
へ
の
対
応
す
る
計

画
を
関
係
機
関
と
構
築
し
、
地

域
振
興
策
等
の
事
業
化
に
取
り

組
み
た
い
。

　仮
設
的
な
冠
水
防
止
対
策
を

し
て
、
そ
の
後
の
経
過
観
察
を

通
じ
て
排
水
機
能
の
抜
本
的
な

対
策
を
講
じ
ま
す
。

　道
路
側
溝
の
見
直
し
と
路
体

や
の
り
面
強
化
を
あ
わ
せ
た
道

路
改
良
型
の
事
業
投
入
を
検
討

し
ま
す
。

知 花  正 寛
議員

問
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

お
け
る
私
権
と
地
域
振

興
策
等
に
つ
い
て

問
農
協
前
村
道
の
冠
水
防

水
対
策
は

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
村
道
半
地
上
原
線
の
側

溝
の
改
修
工
事
は

答
宮
城
久
和 

村
長

　一
般
廃
棄
物
ご
み
焼
却
施
設

建
設
に
関
す
る
覚
書
の
道
路
整

備
及
び
す
べ
り
止
め
舗
装
、
ま

た
農
業
用
水
取
水
施
設
ま
で
の

道
路
舗
装
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。　村

道
宇
嘉
最
終
処
分
場
線
の

道
路
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。
村

道
宇
嘉
最
終
処
分
場
線
に
つ
い

て
は
、
一
般
廃
棄
物
ご
み
焼
却

施
設
の
事
業
完
了
後
の
平
成
16

年
３
月
に
宇
嘉
農
道
か
ら
村
道

へ
と
移
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ご
承
知
の
と
お
り
、
急
峻
な

地
形
を
縦
走
す
る
線
形
で
農
道

事
業
で
の
整
備
が
な
さ
れ
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
お
よ
そ
２
キ

ロ
の
区
間
の
現
地
踏
査
に
お
い

て
、
曲
線
部
に
お
け
る
縦
断
勾

配
の
厳
し
い
箇
所
や
路
体
の
り

面
の
偏
倚
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

腐
食
劣
化
等
を
確
認
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
村
道
と
し
て
の

機
能
強
化
に
向
け
て
事
業
展
開

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　農
業
用
取
水
場
施
設
ま
で
の

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
質
問
の
道
路

は
宇
嘉
支
線
農
道
の
一
部
分
で

あ
り
、
取
水
施
設
ま
で
の
延
長

が
お
よ
そ
70
メ
ー
ト
ル
、
幅
員

３
．
５
メ
ー
ト
ル
の
砂
利
道
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
路
面
排
水

機
能
が
十
分
で
な
く
、
わ
だ
ち

掘
れ
や
焼
却
施
設
の
り
面
へ
の

浸
食
等
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
現
地
踏
査
を
行
い
、
補
修
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　今
後
、
佐
手
、
北
国
、
奥
、

安
田
、
安
波
の
児
童
生
徒
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
今
後
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
検
討
し
て
、
地
域
と
話

合
い
を
進
め
る
時
期
に
き
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　児
童
生
徒
の
教
育
の
現
状
に

つ
い
て
で
す
が
、
本
村
に
お
け

る
各
小
学
校
の
児
童
数
は
、
平

成
27
年
３
月
６
日
現
在
、
奥
間

小
学
校
95
人
、
辺
土
名
小
学
校

１
３
８
人
、
佐
手
小
学
校
10
人
、

北
国
小
学
校
６
人
、
奥
小
学
校

15
人
、
安
田
小
学
校
５
人
、
安

波
小
学
校
９
人
と
な
っ
て
お

り
、
５
年
後
に
は
、
奥
間
小
学

校
が
68
人
、
辺
土
名
小
学
校
が

１
２
８
人
、
佐
手
小
学
校
７
人
、

北
国
小
学
校
が
１
人
、
奥
小
学

校
が
７
人
、
安
田
小
学
校
９
人
、

安
波
小
学
校
３
人
の
児
童
数
に

な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の

件
に
関
し
ま
し
て
、
佐
手
、
北

国
、
奥
、
安
田
、
安
波
の
児
童

生
徒
の
減
少
に
つ
い
て
で
有
り

ま
す
け
れ
ど
も
本
村
に
お
い
て

は
、
５
校
の
小
学
校
が
小
規
模

校
で
各
学
校
で
複
式
授
業
を

行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
少
子
化

が
進
み
、
現
在
の
５
校
の
合
計

人
数
45
人
か
ら
27
人
に
減
少
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
状
推
定
か
ら
教
育

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
小
規

模
校
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
化
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

最
小
化
す
る
よ
う
、
よ
り
細
か

い
計
画
を
立
て
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
　
　

　一
方
本
村
の
区
域
の
立
地
や

学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ

と
や
、
防
災
・
地
域
交
流
の
場

等
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い

る
観
点
か
ら
、
首
長
部
局
・
教

育
委
員
会
・
保
護
者
・
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
、
児
童
生

徒
の
望
ま
し
い
学
習
環
境
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

山 城  弘 一
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
村
道
宇
嘉
最
終
処
分
場

線
の
整
備
に
つ
い
て

問
村
内
の
教
育
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
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　１
．
国
立
公
園
指
定
・
世
界

自
然
遺
産
登
録
が
も
た
ら
す
影

響
や
効
果
を
検
討
す
る
視
点
に

当
た
り
、
国
頭
村
の
人
口
動
態
、

産
業
・
観
光
動
向
の
現
状
整
理

の
他
、
歴
史
的
背
景
、
既
登
録

地
の
状
況
把
握
、
世
界
自
然
遺

産
候
補
地
と
な
っ
た
評
価
や
背

景
、
国
立
公
園
指
定
に
係
る
エ

リ
ア
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
関
し
、

森
林
整
備
計
画
等
の
関
連
計
画

と
の
利
用
区
分
の
違
い
な
ど
が

整
理
さ
れ
て
い
る
。

　次
に
村
民
が
考
え
る
村
民
の

意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
た

め
、
校
区
ご
と
の
住
民
説
明
会

及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

が
出
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
検

討
委
員
会
及
び
住
民
説
明
会
で

の
意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
か
ら
考
え
ら
れ
る
課
題
が
出

さ
れ
、
作
業
部
会
に
お
い
て
課

題
に
対
応
す
る
取
り
組
み
や
必

要
事
項
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
整
理
を
踏
ま
え
、

国
立
公
園
指
定
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
国
が

提
案
し
て
い
る
国
立
公
園
指

定
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
当

た
っ
て
は
国
頭
村
の
振
興
に
寄

与
す
る
有
効
な
手
段
と
考
え
ら

れ
る
一
方
で
、
指
定
に
よ
っ
て

従
来
の
生
活
や
産
業
活
動
の
変

化
や
不
安
な
ど
の
課
題
も
今
後

に
お
い
て
、
十
分
協
議
・
対
応

し
て
今
後
の
方
向
性
を
求
め
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　２
．
こ
れ
ま
で
に
観
光
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
比
地

大
滝
キ
ャ
ン
プ
場
、
森
林
公
園
、

や
ん
ば
る
学
び
の
森
、
安
田
く

い
な
ふ
れ
あ
い
公
園
等
の
整
備

を
行
っ
て
き
た
。

　平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
国

頭
村
へ
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
立

地
可
能
性
調
査
を
実
施
し
て
い

く
。
ま
た
、
辺
戸
岬
周
辺
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
魅
力
あ
る
観

光
地
の
形
成
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　３
．
人
口
の
維
持
及
び
増
加

は
、
喫
緊
の
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
試
算
に
よ
る

と
本
村
の
人
口
は
、
25
年
後
の

２
０
４
０
年
に
は
、
三
千
六
百

十
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
特

に
若
年
層
の
減
少
が
著
し
い
状

況
で
あ
り
、
今
後
、
人
口
を
維

持
・
増
加
さ
せ
る
に
は
、
若
者

の
人
口
増
加
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　本
村
に
お
い
て
も
、
創
生
法

に
基
づ
き
平
成
27
年
度
に
国
頭

村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
施
策
を

具
体
化
す
る
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
人
口
減
少
の
克
服
と
い
う

課
題
に
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　総
合
戦
略
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
有
識
者
や
20
代
か
ら
40

代
、
50
代
の
子
育
て
中
の
女
性

及
び
県
外
や
都
市
地
区
か
ら
移

住
さ
れ
た
方
な
ど
で
構
成
す
る

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な

意
見
を
総
合
戦
略
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　村
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
合

意
形
成
を
と
る
上
で
、
今
後
、

答
申
内
容
を
公
表
し
て
、
勉
強

会
と
説
明
会
を
も
う
一
度
や
る

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　今
後
４
月
に
環
境
省
か
ら
意

見
照
会
が
出
さ
れ
る
。
添
付
さ

れ
る
素
案
に
基
づ
い
て
住
民
説

明
会
あ
る
い
は
、
ど
う
い
う
方

法
で
や
る
か
は
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
改
め
て
素
案
が

出
た
段
階
で
、
ま
た
区
長
会
、

産
業
団
体
等
、
区
等
も
含
め
て

説
明
会
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

与 儀  一 人
議員

【
再
質
問
】

答
知
花
靖

企
画
商
工
観
光
課
長

　宜
名
真
地
区
公
民
館
建
設
は

平
成
26
年
度
予
算
に
計
上
さ

れ
、
建
設
工
事
に
お
い
て
は
年

度
内
に
完
成
の
予
定
だ
と
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
設

計
の
段
階
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
生
じ
駐
車
場
用
地

は
以
前
に
比
べ
狭
い
現
状
に
あ

り
、
ま
た
隣
接
地
に
は
共
同
売

店
も
営
業
し
て
お
り
、
公
民
館

及
び
共
同
売
店
等
の
利
用
車
両

の
駐
車
や
通
行
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
大
変
危
険
が
伴
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ

の
打
開
策
と
し
て
公
民
館
入
り

口
に
隣
接
す
る
国
道
関
連
の
緑

地
帯
を
占
用
許
可
等
の
行
政
手

続
努
力
に
よ
り
許
認
可
を
取
り

付
け
駐
車
場
及
び
公
園
等
の
整

備
を
図
る
こ
と
が
宜
名
真
区
の

活
性
化
に
も
大
き
く
寄
与
し
、

最
も
有
効
的
な
解
決
策
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
村
長
及
び
教
育

長
の
所
見
を
伺
う
。

　宜
名
真
地
区
公
民
館
建
設
の

設
計
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
各
施
設
の
必

要
性
や
各
施
設
の
配
置
等
に
つ

い
て
、
宜
名
真
区
の
意
向
を
踏

ま
え
て
設
計
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
当
建
設
予
定
地
の

敷
地
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
各
施

設
配
置
の
決
定
に
苦
慮
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
新
た
な
公

民
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
駐
車
場
用
地
が
以
前
よ
り

狭
く
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
各
施
設

の
必
要
性
を
最
優
先
に
考
慮
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
と
隣
接
す
る
国
道
緑
地

帯
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
昨
年

に
国
道
占
用
等
に
つ
い
て
、
北

部
国
道
事
務
所
と
事
前
調
整
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

緑
地
帯
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
国
道
と
の
管
理
協
定
を
含

め
検
討
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　先
ほ
ど
村
長
か
ら
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
確
か
に
以
前
の
公

民
館
に
比
べ
て
公
民
館
の
内

容
、
機
能
、
充
実
し
た
公
民
館

建
設
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
宜
名
真
区
民

も
本
公
民
館
に
寄
せ
る
期
待
は

非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
点
を
踏
ま
え
て
本
件
に
つ
い

て
、
宜
名
真
区
か
ら
協
力
要
請

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　宜
名
真
の
区
長
か
ら
、
村
に

駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
要

望
が
あ
り
ま
し
て
、
私
自
身
も

現
場
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　た
だ
今
、
村
長
の
ほ
う
か
ら

要
請
が
あ
っ
て
現
地
も
調
査
に

い
っ
た
と
い
う
こ
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
私
の
聞
い
た
範

囲
で
あ
り
ま
す
と
、
要
請
が

あ
っ
た
日
に
早
速
村
長
み
ず
か

ら
足
を
運
ん
で
現
地
の
調
査
に

行
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
村
長
み
ず

か
ら
現
在
の
公
民
館
建
設
に
お

け
る
駐
車
場
、
そ
し
て
緑
地
帯
、

そ
こ
を
調
査
し
た
結
果
、
村
長

と
し
て
ど
う
感
じ
た
の
か
。
感

想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　駐
車
場
の
必
要
性
は
強
く
感

じ
ま
す
。
こ
れ
は
相
手
が
あ
る

こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
北
部
国

道
事
務
所
と
の
調
整
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
若
干
の
条
件
と
い

い
ま
す
か
、
国
道
事
務
所
と
の

要
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
受

け
て
私
ど
も
の
予
算
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
い
う
事
業
で
何
が
で

き
る
か
と
い
う
、
駐
車
場
整
備

す
る
と
、
国
頭
村
で
や
る
の
か
、

区
で
や
る
の
か
、
北
部
国
道
で

や
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
ま

だ
調
整
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
れ
が
調
整
で
き
る
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
と
公
園
化
も
含

め
て
内
部
で
も
詰
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

金 城  幸 男
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
宜
名
真
地
区
公
民
館
建

設
に
伴
い
、
駐
車
場
用

地
確
保
に
お
け
る
行
政

支
援
対
策
は

問１
国
立
公
園
指
定
、
世
界

遺
産
登
録
に
関
す
る
検

討
委
員
会
の
答
申
内
容

を
伺
う

問２
企
業
誘
致
等
に
よ
る
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
商
業

施
設
開
発
を
進
め
、
経

済
発
展
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
雇
用
確
保

し
、
雇
用
の
質
の
向
上

に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、
村
長
の
所
見

を
伺
う

問３
本
村
は
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
に
あ
る
が
、
今
後
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】

宜名真地区公民館

宜名真地区公民館前の緑地帯
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　１
．
国
立
公
園
指
定
・
世
界

自
然
遺
産
登
録
が
も
た
ら
す
影

響
や
効
果
を
検
討
す
る
視
点
に

当
た
り
、
国
頭
村
の
人
口
動
態
、

産
業
・
観
光
動
向
の
現
状
整
理

の
他
、
歴
史
的
背
景
、
既
登
録

地
の
状
況
把
握
、
世
界
自
然
遺

産
候
補
地
と
な
っ
た
評
価
や
背

景
、
国
立
公
園
指
定
に
係
る
エ

リ
ア
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
関
し
、

森
林
整
備
計
画
等
の
関
連
計
画

と
の
利
用
区
分
の
違
い
な
ど
が

整
理
さ
れ
て
い
る
。

　次
に
村
民
が
考
え
る
村
民
の

意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
た

め
、
校
区
ご
と
の
住
民
説
明
会

及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

が
出
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
検

討
委
員
会
及
び
住
民
説
明
会
で

の
意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
か
ら
考
え
ら
れ
る
課
題
が
出

さ
れ
、
作
業
部
会
に
お
い
て
課

題
に
対
応
す
る
取
り
組
み
や
必

要
事
項
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
整
理
を
踏
ま
え
、

国
立
公
園
指
定
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
国
が

提
案
し
て
い
る
国
立
公
園
指

定
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
当

た
っ
て
は
国
頭
村
の
振
興
に
寄

与
す
る
有
効
な
手
段
と
考
え
ら

れ
る
一
方
で
、
指
定
に
よ
っ
て

従
来
の
生
活
や
産
業
活
動
の
変

化
や
不
安
な
ど
の
課
題
も
今
後

に
お
い
て
、
十
分
協
議
・
対
応

し
て
今
後
の
方
向
性
を
求
め
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　２
．
こ
れ
ま
で
に
観
光
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
比
地

大
滝
キ
ャ
ン
プ
場
、
森
林
公
園
、

や
ん
ば
る
学
び
の
森
、
安
田
く

い
な
ふ
れ
あ
い
公
園
等
の
整
備

を
行
っ
て
き
た
。

　平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
国

頭
村
へ
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
立

地
可
能
性
調
査
を
実
施
し
て
い

く
。
ま
た
、
辺
戸
岬
周
辺
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
魅
力
あ
る
観

光
地
の
形
成
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　３
．
人
口
の
維
持
及
び
増
加

は
、
喫
緊
の
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
試
算
に
よ
る

と
本
村
の
人
口
は
、
25
年
後
の

２
０
４
０
年
に
は
、
三
千
六
百

十
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
特

に
若
年
層
の
減
少
が
著
し
い
状

況
で
あ
り
、
今
後
、
人
口
を
維

持
・
増
加
さ
せ
る
に
は
、
若
者

の
人
口
増
加
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　本
村
に
お
い
て
も
、
創
生
法

に
基
づ
き
平
成
27
年
度
に
国
頭

村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
施
策
を

具
体
化
す
る
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
人
口
減
少
の
克
服
と
い
う

課
題
に
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　総
合
戦
略
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
有
識
者
や
20
代
か
ら
40

代
、
50
代
の
子
育
て
中
の
女
性

及
び
県
外
や
都
市
地
区
か
ら
移

住
さ
れ
た
方
な
ど
で
構
成
す
る

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な

意
見
を
総
合
戦
略
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　村
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
合

意
形
成
を
と
る
上
で
、
今
後
、

答
申
内
容
を
公
表
し
て
、
勉
強

会
と
説
明
会
を
も
う
一
度
や
る

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　今
後
４
月
に
環
境
省
か
ら
意

見
照
会
が
出
さ
れ
る
。
添
付
さ

れ
る
素
案
に
基
づ
い
て
住
民
説

明
会
あ
る
い
は
、
ど
う
い
う
方

法
で
や
る
か
は
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
改
め
て
素
案
が

出
た
段
階
で
、
ま
た
区
長
会
、

産
業
団
体
等
、
区
等
も
含
め
て

説
明
会
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

与 儀  一 人
議員

【
再
質
問
】

答
知
花
靖

企
画
商
工
観
光
課
長

　宜
名
真
地
区
公
民
館
建
設
は

平
成
26
年
度
予
算
に
計
上
さ

れ
、
建
設
工
事
に
お
い
て
は
年

度
内
に
完
成
の
予
定
だ
と
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
設

計
の
段
階
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
生
じ
駐
車
場
用
地

は
以
前
に
比
べ
狭
い
現
状
に
あ

り
、
ま
た
隣
接
地
に
は
共
同
売

店
も
営
業
し
て
お
り
、
公
民
館

及
び
共
同
売
店
等
の
利
用
車
両

の
駐
車
や
通
行
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
大
変
危
険
が
伴
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ

の
打
開
策
と
し
て
公
民
館
入
り

口
に
隣
接
す
る
国
道
関
連
の
緑

地
帯
を
占
用
許
可
等
の
行
政
手

続
努
力
に
よ
り
許
認
可
を
取
り

付
け
駐
車
場
及
び
公
園
等
の
整

備
を
図
る
こ
と
が
宜
名
真
区
の

活
性
化
に
も
大
き
く
寄
与
し
、

最
も
有
効
的
な
解
決
策
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
村
長
及
び
教
育

長
の
所
見
を
伺
う
。

　宜
名
真
地
区
公
民
館
建
設
の

設
計
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
各
施
設
の
必

要
性
や
各
施
設
の
配
置
等
に
つ

い
て
、
宜
名
真
区
の
意
向
を
踏

ま
え
て
設
計
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
当
建
設
予
定
地
の

敷
地
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
各
施

設
配
置
の
決
定
に
苦
慮
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
新
た
な
公

民
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
駐
車
場
用
地
が
以
前
よ
り

狭
く
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
各
施
設

の
必
要
性
を
最
優
先
に
考
慮
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
と
隣
接
す
る
国
道
緑
地

帯
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
昨
年

に
国
道
占
用
等
に
つ
い
て
、
北

部
国
道
事
務
所
と
事
前
調
整
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

緑
地
帯
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
国
道
と
の
管
理
協
定
を
含

め
検
討
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　先
ほ
ど
村
長
か
ら
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
確
か
に
以
前
の
公

民
館
に
比
べ
て
公
民
館
の
内

容
、
機
能
、
充
実
し
た
公
民
館

建
設
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
宜
名
真
区
民

も
本
公
民
館
に
寄
せ
る
期
待
は

非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
点
を
踏
ま
え
て
本
件
に
つ
い

て
、
宜
名
真
区
か
ら
協
力
要
請

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　宜
名
真
の
区
長
か
ら
、
村
に

駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
要

望
が
あ
り
ま
し
て
、
私
自
身
も

現
場
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　た
だ
今
、
村
長
の
ほ
う
か
ら

要
請
が
あ
っ
て
現
地
も
調
査
に

い
っ
た
と
い
う
こ
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
私
の
聞
い
た
範

囲
で
あ
り
ま
す
と
、
要
請
が

あ
っ
た
日
に
早
速
村
長
み
ず
か

ら
足
を
運
ん
で
現
地
の
調
査
に

行
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
村
長
み
ず

か
ら
現
在
の
公
民
館
建
設
に
お

け
る
駐
車
場
、
そ
し
て
緑
地
帯
、

そ
こ
を
調
査
し
た
結
果
、
村
長

と
し
て
ど
う
感
じ
た
の
か
。
感

想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　駐
車
場
の
必
要
性
は
強
く
感

じ
ま
す
。
こ
れ
は
相
手
が
あ
る

こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
北
部
国

道
事
務
所
と
の
調
整
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
若
干
の
条
件
と
い

い
ま
す
か
、
国
道
事
務
所
と
の

要
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
受

け
て
私
ど
も
の
予
算
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
い
う
事
業
で
何
が
で

き
る
か
と
い
う
、
駐
車
場
整
備

す
る
と
、
国
頭
村
で
や
る
の
か
、

区
で
や
る
の
か
、
北
部
国
道
で

や
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
ま

だ
調
整
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
れ
が
調
整
で
き
る
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
と
公
園
化
も
含

め
て
内
部
で
も
詰
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

金 城  幸 男
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
宜
名
真
地
区
公
民
館
建

設
に
伴
い
、
駐
車
場
用

地
確
保
に
お
け
る
行
政

支
援
対
策
は

問１
国
立
公
園
指
定
、
世
界

遺
産
登
録
に
関
す
る
検

討
委
員
会
の
答
申
内
容

を
伺
う

問２
企
業
誘
致
等
に
よ
る
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
商
業

施
設
開
発
を
進
め
、
経

済
発
展
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
雇
用
確
保

し
、
雇
用
の
質
の
向
上

に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、
村
長
の
所
見

を
伺
う

問３
本
村
は
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
に
あ
る
が
、
今
後
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】

宜名真地区公民館

宜名真地区公民館前の緑地帯



平成27年6月15日◇国頭村議会だより【第97号】 8平成27年6月15日 ◇国頭村議会だより【第97号】9

〔一般質問〕 3月の定例議会〔一般質問〕 3月の定例議会

　本
村
は
、
第
４
次
国
頭
村
総

合
計
画
に
お
い
て
、
豊
か
な
自

然
資
源
や
文
化
・
史
跡
伝
統
芸

能
な
ど
有
形
・
無
形
の
資
源
が

多
く
存
在
し
て
お
り
、
観
光
リ

ゾ
ー
ト
に
関
し
て
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
ま
す
。

　植
物
群
落
等
の
貴
重
な
動
植

物
の
宝
庫
で
あ
り
、
村
全
域
が

観
光
リ
ゾ
ー
ト
に
資
す
る
空
間

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
国
頭
村

の
魅
力
を
創
造
し
た
新
た
な
産

業
創
出
に
向
け
た
現
況
と
課

題
、
今
後
の
取
り
組
み
状
況
を

伺
う
。

①
国
立
公
園
化
及
び
世
界
自
然

遺
産
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
取
り
組
み
は
。

②
や
ん
ば
る
３
村
観
光
連
携
拠

点
施
設
整
備
の
計
画
に
お
け
る

事
業
効
果
及
び
観
光
案
内
所
の

管
理
組
織
体
制
は
。

③
本
村
の
公
の
施
設
の
管
理
者

と
し
て
、
各
指
定
管
理
者
と
の

情
報
、
意
見
交
換
な
ど
の
取
り

組
み
状
況
は
。

④
本
村
の
文
化
財
の
保
護
活
用

に
向
け
た
観
光
資
源
化
を
進
め

る
た
め
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

⑤
商
工
業
及
び
地
域
と
の
連
携

し
た
新
た
な
地
域
資
源
活
用
計

画
は
。

⑥
産
業
振
興
の
創
出
に
向
け
た

安
定
雇
用
と
人
材
育
成
の
取
り

組
み
は
。

①
環
境
省
は
平
成
27
年
４
月
以

降
に
、
や
ん
ば
る
３
村
の
関
係

機
関
に
対
し
て
、
国
立
公
園
の

指
定
に
向
け
た
素
案
の
同
意
を

求
め
る
意
見
照
会
を
提
出
す
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　村
の
回
答
は
６
月
頃
に
な
る

と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。
素
案

の
内
容
を
精
査
し
、
検
討
委
員

会
の
答
申
を
踏
ま
え
た
村
の
将

来
を
見
据
え
総
合
的
に
判
断
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特

に
特
別
保
護
地
区
及
び
第
１
種

特
別
地
域
の
区
域
の
範
囲
の
調

整
及
び
地
権
者
の
理
解
を
求
め

る
よ
う
、
環
境
省
に
対
し
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
事
業
効
果
と
し
て
、
特
産
品

加
工
及
び
販
売
す
る
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客

の
消
費
増
大
や
地
産
地
消
が
促

進
さ
れ
雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　観
光
案
内
所
は
、
施
設
の
供

用
開
始
に
向
け
て
観
光
全
般
に

わ
た
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
支
援

交
付
金
の
地
方
創
生
先
行
型
を

活
用
し
た
、
観
光
人
材
育
成
事

業
を
実
施
し
、
観
光
受
け
入
れ

の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、

観
光
協
会
の
設
立
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
各
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
休
日
な
ど
を
役
場
で
情
報
収

集
し
、
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
サ

イ
ト
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
掲

載
し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
観
光
産
業
団
体

親
睦
会
を
立
ち
上
げ
、
親
睦
を

兼
ね
情
報
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
他
の
施
設
管
理
者

の
参
加
も
促
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

④
遺
跡
の
滅
失
を
防
ぐ
た
め
、

村
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
を
行

い
、
各
種
開
発
に
対
す
る
調
整

の
た
め
の
、
基
礎
資
料
作
り
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
民
俗
資
料
に
つ
い

て
は
、
映
像
撮
影
に
よ
り
、
状

況
を
記
録
保
存
し
伝
承
を
保
護

す
る
一
助
と
す
る
目
的
に
今
後

も
継
続
し
、
文
化
財
の
保
護
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
文
化
財
の
観
光
活
用

に
は
、
得
ら
れ
た
専
門
的
な
情

報
を
よ
り
一
般
化
・
簡
略
化
す

る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
調
査

報
告
書
を
刊
行
す
る
な
ど
村
民

に
還
元
で
き
る
情
報
の
抽
出
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
、
観

光
資
源
の
コ
ア
と
な
る
情
報
の

蓄
積
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

⑤
辺
土
名
商
店
街
の
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
辺
土
名

大
通
り
の
改
良
事
業
や
多
自
然

川
に
改
良
工
事
を
進
め
て
お

り
、
商
工
会
と
連
携
し
地
域
資

源
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑥
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
新

た
な
産
業
「
森
林
業
」
の
創
出

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら

地
方
創
生
事
業
を
活
用
し
て
木

工
職
人
養
成
塾
を
継
続
実
施

し
、
工
房
開
所
ま
で
の
人
材
育

成
と
創
業
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡 口  直 樹
議員

答
宮
城
久
和 
村
長

問
商
工
観
光
産
業
に

つ
い
て

国頭村観光物産センター（ゆいゆい国頭）

　民
俗
資
料
館
建
設
に
つ
い

て
、
平
成
25
年
３
月
議
会
で
一

般
質
問
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、

現
在
建
設
計
画
は
な
い
が
、
村

が
有
し
て
い
る
資
料
の
み
だ
け

で
は
心
も
と
な
い
た
め
、
今
後

も
調
査
等
を
続
け
、
資
料
を
収

集
し
将
来
的
に
は
考
古
、
民
俗
、

自
然
を
網
羅
し
た
総
合
的
資
料

館
を
建
設
し
、
国
頭
村
の
文
化

の
発
信
拠
点
と
し
た
い
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　民
俗
資
料
館
は
、
先
人
た
ち

の
偉
大
な
功
績
や
、
生
活
様
式
、

生
活
用
品
、
写
真
な
ど
を
展
示

し
、
村
に
訪
れ
る
人
々
に
村
の

歴
史
、
文
化
、
自
然
概
要
を
説

明
し
、
観
光
、
誘
客
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
、
ま

た
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
と

し
て
も
大
変
重
要
で
す
。
現
在

行
政
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
施
策
を
伺
う
。

　民
俗
資
料
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
３
月
議
会
で
の

答
弁
の
と
お
り
、
明
確
な
建
設

計
画
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
将
来
的
に
考
古
・
民
俗
・

自
然
を
網
羅
し
た
総
合
博
物
館

建
設
に
向
け
て
、
現
在
は
展
示

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
向
け
た

資
料
の
収
集
・
調
査
業
務
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
資
料
の
蓄
積
を
今
後
も

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
の

総
合
博
物
館
建
設
の
際
に
は
極

め
て
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
、
平
成
24
年
度
よ
り

文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、
国
頭

村
に
お
け
る
文
化
財
の
重
要
課

題
で
あ
る
、
村
内
遺
跡
の
詳
細

分
布
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

を
行
う
事
と
共
に
、
土
器
や
貝

製
品
な
ど
遺
跡
出
土
の
考
古
学

的
遺
物
の
収
集
で
は
、
安
田
遺

跡
や
安
波
貝
塚
か
ら
お
よ
そ
１

７
０
０
点
の
土
器
の
小
破
片
が

収
集
さ
れ
て
い
る
他
、
平
成
26

年
度
に
は
聞
き
取
り
調
査
に
よ

り
明
ら
か
と
な
っ
た
宜
名
真
区

の
旧
道
イ
ラ
フ
道
（
戻
る
道
）

の
確
認
に
よ
り
、
新
た
な
資
料

の
蓄
積
を
進
め
る
べ
く
、
平
成

27
年
度
よ
り
現
場
調
査
・
資
料

整
理
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
義
本
王
の
墓
に
つ

い
て
も
墓
内
部
よ
り
見
つ
か
っ

た
人
骨
は
、
平
成
26
年
度
に
文

化
庁
の
補
助
に
よ
り
、
そ
の
形

質
人
類
学
的
特
徴
や
、
年
代
測

定
、Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
等
の
科
学
分

析
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
文

化
財
は
、
伝
統
的
な
文
化
が
結

実
し
た
一
つ
の
形
で
あ
り
、
村

の
歴
史
や
文
化
の
理
解
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資
産

で
あ
り
、
適
切
に
保
存
・
活
用

し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
作
業
が

総
合
博
物
館
建
設
の
礎
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　一
次
産
業
に
か
か
わ
る
農
家

や
、
漁
業
者
、
林
業
者
が
二
次

産
業
の
加
工
や
三
次
産
業
の
流

通
に
も
か
か
わ
る
「
六
次
産
業
」

化
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
す
る
。

一
次
産
業
者
の
経
営
を
多
角
化

し
、
収
益
率
を
高
め
地
域
お
こ

し
に
期
待
で
き
る
と
思
う
が
、

加
工
、
流
通
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
人
材
も
必
要
で
あ
り
、

加
工
に
適
し
た
農
漁
産
物
の
確

保
や
、
民
泊
事
業
と
の
兼
ね
合

い
も
含
め
て
、
村
行
政
の
施
策

を
伺
う
。

　国
頭
村
内
に
お
け
る
「
六
次

産
業
化
」
の
取
り
組
み
は
、
平

成
24
年
度
に
イ
ノ
ブ
タ
生
産
販

売
事
業
者
１
社
が
、
独
自
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
質
問
の
と
お

り
農
林
漁
産
物
を
売
れ
る
商
品

と
し
て
加
工
し
、
流
通
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
た
め
「
六

次
産
業
化
」
の
取
り
組
み
は
、

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

毎
年
２
月
に
行
わ
れ
て
い
る

「
国
頭
村
産
業
ま
つ
り
」
に
お

い
て
は
、
各
種
団
体
か
ら
様
々

な
農
林
漁
産
物
が
提
供
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
「
六
次
産

業
化
」
が
期
待
で
き
る
商
品
も

多
く
あ
り
、
機
会
を
見
つ
け
て

沖
縄
県
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
及
び
事
業
申
請
に
向
け

た
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
民
泊

事
業
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て

は
、
受
け
入
れ
生
徒
に
加
工
場

の
見
学
や
体
験
等
を
実
施
し
、

民
泊
受
け
入
れ
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

宮 城  誠
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
国
頭
村
民
俗
資
料
館

建
設
に
つ
い
て

義本王の墓

問
や
ん
ば
る
３
村
観
光
連

携
拠
点
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
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　本
村
は
、
第
４
次
国
頭
村
総

合
計
画
に
お
い
て
、
豊
か
な
自

然
資
源
や
文
化
・
史
跡
伝
統
芸

能
な
ど
有
形
・
無
形
の
資
源
が

多
く
存
在
し
て
お
り
、
観
光
リ

ゾ
ー
ト
に
関
し
て
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
ま
す
。

　植
物
群
落
等
の
貴
重
な
動
植

物
の
宝
庫
で
あ
り
、
村
全
域
が

観
光
リ
ゾ
ー
ト
に
資
す
る
空
間

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
国
頭
村

の
魅
力
を
創
造
し
た
新
た
な
産

業
創
出
に
向
け
た
現
況
と
課

題
、
今
後
の
取
り
組
み
状
況
を

伺
う
。

①
国
立
公
園
化
及
び
世
界
自
然

遺
産
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
取
り
組
み
は
。

②
や
ん
ば
る
３
村
観
光
連
携
拠

点
施
設
整
備
の
計
画
に
お
け
る

事
業
効
果
及
び
観
光
案
内
所
の

管
理
組
織
体
制
は
。

③
本
村
の
公
の
施
設
の
管
理
者

と
し
て
、
各
指
定
管
理
者
と
の

情
報
、
意
見
交
換
な
ど
の
取
り

組
み
状
況
は
。

④
本
村
の
文
化
財
の
保
護
活
用

に
向
け
た
観
光
資
源
化
を
進
め

る
た
め
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

⑤
商
工
業
及
び
地
域
と
の
連
携

し
た
新
た
な
地
域
資
源
活
用
計

画
は
。

⑥
産
業
振
興
の
創
出
に
向
け
た

安
定
雇
用
と
人
材
育
成
の
取
り

組
み
は
。

①
環
境
省
は
平
成
27
年
４
月
以

降
に
、
や
ん
ば
る
３
村
の
関
係

機
関
に
対
し
て
、
国
立
公
園
の

指
定
に
向
け
た
素
案
の
同
意
を

求
め
る
意
見
照
会
を
提
出
す
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　村
の
回
答
は
６
月
頃
に
な
る

と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。
素
案

の
内
容
を
精
査
し
、
検
討
委
員

会
の
答
申
を
踏
ま
え
た
村
の
将

来
を
見
据
え
総
合
的
に
判
断
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特

に
特
別
保
護
地
区
及
び
第
１
種

特
別
地
域
の
区
域
の
範
囲
の
調

整
及
び
地
権
者
の
理
解
を
求
め

る
よ
う
、
環
境
省
に
対
し
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
事
業
効
果
と
し
て
、
特
産
品

加
工
及
び
販
売
す
る
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客

の
消
費
増
大
や
地
産
地
消
が
促

進
さ
れ
雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　観
光
案
内
所
は
、
施
設
の
供

用
開
始
に
向
け
て
観
光
全
般
に

わ
た
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
支
援

交
付
金
の
地
方
創
生
先
行
型
を

活
用
し
た
、
観
光
人
材
育
成
事

業
を
実
施
し
、
観
光
受
け
入
れ

の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、

観
光
協
会
の
設
立
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
各
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
休
日
な
ど
を
役
場
で
情
報
収

集
し
、
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
サ

イ
ト
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
掲

載
し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
観
光
産
業
団
体

親
睦
会
を
立
ち
上
げ
、
親
睦
を

兼
ね
情
報
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
、
他
の
施
設
管
理
者

の
参
加
も
促
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

④
遺
跡
の
滅
失
を
防
ぐ
た
め
、

村
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
を
行

い
、
各
種
開
発
に
対
す
る
調
整

の
た
め
の
、
基
礎
資
料
作
り
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
民
俗
資
料
に
つ
い

て
は
、
映
像
撮
影
に
よ
り
、
状

況
を
記
録
保
存
し
伝
承
を
保
護

す
る
一
助
と
す
る
目
的
に
今
後

も
継
続
し
、
文
化
財
の
保
護
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
文
化
財
の
観
光
活
用

に
は
、
得
ら
れ
た
専
門
的
な
情

報
を
よ
り
一
般
化
・
簡
略
化
す

る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
調
査

報
告
書
を
刊
行
す
る
な
ど
村
民

に
還
元
で
き
る
情
報
の
抽
出
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
、
観

光
資
源
の
コ
ア
と
な
る
情
報
の

蓄
積
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

⑤
辺
土
名
商
店
街
の
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
辺
土
名

大
通
り
の
改
良
事
業
や
多
自
然

川
に
改
良
工
事
を
進
め
て
お

り
、
商
工
会
と
連
携
し
地
域
資

源
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑥
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
新

た
な
産
業
「
森
林
業
」
の
創
出

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら

地
方
創
生
事
業
を
活
用
し
て
木

工
職
人
養
成
塾
を
継
続
実
施

し
、
工
房
開
所
ま
で
の
人
材
育

成
と
創
業
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡 口  直 樹
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

問
商
工
観
光
産
業
に

つ
い
て

国頭村観光物産センター（ゆいゆい国頭）

　民
俗
資
料
館
建
設
に
つ
い

て
、
平
成
25
年
３
月
議
会
で
一

般
質
問
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、

現
在
建
設
計
画
は
な
い
が
、
村

が
有
し
て
い
る
資
料
の
み
だ
け

で
は
心
も
と
な
い
た
め
、
今
後

も
調
査
等
を
続
け
、
資
料
を
収

集
し
将
来
的
に
は
考
古
、
民
俗
、

自
然
を
網
羅
し
た
総
合
的
資
料

館
を
建
設
し
、
国
頭
村
の
文
化

の
発
信
拠
点
と
し
た
い
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　民
俗
資
料
館
は
、
先
人
た
ち

の
偉
大
な
功
績
や
、
生
活
様
式
、

生
活
用
品
、
写
真
な
ど
を
展
示

し
、
村
に
訪
れ
る
人
々
に
村
の

歴
史
、
文
化
、
自
然
概
要
を
説

明
し
、
観
光
、
誘
客
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
、
ま

た
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
と

し
て
も
大
変
重
要
で
す
。
現
在

行
政
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
施
策
を
伺
う
。

　民
俗
資
料
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
３
月
議
会
で
の

答
弁
の
と
お
り
、
明
確
な
建
設

計
画
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
将
来
的
に
考
古
・
民
俗
・

自
然
を
網
羅
し
た
総
合
博
物
館

建
設
に
向
け
て
、
現
在
は
展
示

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
向
け
た

資
料
の
収
集
・
調
査
業
務
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
資
料
の
蓄
積
を
今
後
も

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
の

総
合
博
物
館
建
設
の
際
に
は
極

め
て
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
、
平
成
24
年
度
よ
り

文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、
国
頭

村
に
お
け
る
文
化
財
の
重
要
課

題
で
あ
る
、
村
内
遺
跡
の
詳
細

分
布
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

を
行
う
事
と
共
に
、
土
器
や
貝

製
品
な
ど
遺
跡
出
土
の
考
古
学

的
遺
物
の
収
集
で
は
、
安
田
遺

跡
や
安
波
貝
塚
か
ら
お
よ
そ
１

７
０
０
点
の
土
器
の
小
破
片
が

収
集
さ
れ
て
い
る
他
、
平
成
26

年
度
に
は
聞
き
取
り
調
査
に
よ

り
明
ら
か
と
な
っ
た
宜
名
真
区

の
旧
道
イ
ラ
フ
道
（
戻
る
道
）

の
確
認
に
よ
り
、
新
た
な
資
料

の
蓄
積
を
進
め
る
べ
く
、
平
成

27
年
度
よ
り
現
場
調
査
・
資
料

整
理
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
義
本
王
の
墓
に
つ

い
て
も
墓
内
部
よ
り
見
つ
か
っ

た
人
骨
は
、
平
成
26
年
度
に
文

化
庁
の
補
助
に
よ
り
、
そ
の
形

質
人
類
学
的
特
徴
や
、
年
代
測

定
、Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
等
の
科
学
分

析
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
文

化
財
は
、
伝
統
的
な
文
化
が
結

実
し
た
一
つ
の
形
で
あ
り
、
村

の
歴
史
や
文
化
の
理
解
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資
産

で
あ
り
、
適
切
に
保
存
・
活
用

し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
作
業
が

総
合
博
物
館
建
設
の
礎
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　一
次
産
業
に
か
か
わ
る
農
家

や
、
漁
業
者
、
林
業
者
が
二
次

産
業
の
加
工
や
三
次
産
業
の
流

通
に
も
か
か
わ
る
「
六
次
産
業
」

化
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
す
る
。

一
次
産
業
者
の
経
営
を
多
角
化

し
、
収
益
率
を
高
め
地
域
お
こ

し
に
期
待
で
き
る
と
思
う
が
、

加
工
、
流
通
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
人
材
も
必
要
で
あ
り
、

加
工
に
適
し
た
農
漁
産
物
の
確

保
や
、
民
泊
事
業
と
の
兼
ね
合

い
も
含
め
て
、
村
行
政
の
施
策

を
伺
う
。

　国
頭
村
内
に
お
け
る
「
六
次

産
業
化
」
の
取
り
組
み
は
、
平

成
24
年
度
に
イ
ノ
ブ
タ
生
産
販

売
事
業
者
１
社
が
、
独
自
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
質
問
の
と
お

り
農
林
漁
産
物
を
売
れ
る
商
品

と
し
て
加
工
し
、
流
通
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
た
め
「
六

次
産
業
化
」
の
取
り
組
み
は
、

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

毎
年
２
月
に
行
わ
れ
て
い
る

「
国
頭
村
産
業
ま
つ
り
」
に
お

い
て
は
、
各
種
団
体
か
ら
様
々

な
農
林
漁
産
物
が
提
供
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
「
六
次
産

業
化
」
が
期
待
で
き
る
商
品
も

多
く
あ
り
、
機
会
を
見
つ
け
て

沖
縄
県
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
及
び
事
業
申
請
に
向
け

た
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
民
泊

事
業
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て

は
、
受
け
入
れ
生
徒
に
加
工
場

の
見
学
や
体
験
等
を
実
施
し
、

民
泊
受
け
入
れ
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

宮 城  誠
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
国
頭
村
民
俗
資
料
館

建
設
に
つ
い
て

義本王の墓

問
や
ん
ば
る
３
村
観
光
連

携
拠
点
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
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①
特
別
保
護
地
区
、
第
１
種
特

別
地
域
の
地
種
区
分
ご
と
、
各

字
、
及
び
所
有
者
数
、
面
積
、

固
定
資
産
税
の
課
税
総
額
を
明

示
さ
れ
た
い
。

②
特
別
保
護
地
区
、
第
１
種
特

別
地
域
の
各
字
及
び
地
権
者
の

同
意
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

③
特
別
保
護
地
区
、
第
１
種
特

別
地
域
の
各
字
、
地
権
者
の
合

意
の
証
と
し
て
、
環
境
省
に
対

し
意
見
照
会
の
提
出
書
面
と
し

て
、
同
意
書
の
添
付
を
村
の
条

件
と
し
て
確
約
で
き
な
い
か
。

④
特
別
保
護
地
区
、
第
１
種
特

別
地
域
の
村
有
地
は
賃
貸
契
約

で
の
使
用
を
条
件
に
意
見
照
会

の
提
出
前
に
確
約
で
き
な
い

か
。

⑤
北
部
訓
練
場
と
特
別
保
護
地

区
、
第
１
種
特
別
地
域
と
は
、

背
中
合
わ
せ
で
あ
り
、
国
立
公

園
指
定
地
域
で
の
米
軍
の
オ
ス

プ
レ
イ
な
ど
軍
用
機
の
飛
行
訓

練
を
禁
止
す
る
法
的
な
担
保
措

置
は
最
低
条
件
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
意
見
照
会
の

提
出
前
に
確
約
で
き
な
い
か
。

⑥
北
部
訓
練
場
一
部
返
還
予
定

地
約
４
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
跡
地

利
用
は
、
国
立
公
園
地
域
に
追

加
指
定
さ
れ
る
確
約
と
れ
て
い

る
か
。

⑦
環
境
省
が
、
４
月
に
予
定
し

て
い
る
意
見
照
会
に
対
し
、
現

在
の
村
民
の
世
論
の
熟
度
や
諸

般
の
事
情
か
ら
し
て
、
こ
の
提

出
時
期
に
つ
い
て
村
長
は
、
自

治
権
能
に
基
づ
き
ど
う
判
断

し
、
環
境
省
に
ど
う
対
応
さ
れ

る
か
。

⑧
国
頭
村
議
会
が
国
立
公
園
指

定
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
慎
重
に
調
査
を
継
続
中

で
あ
り
、
環
境
省
が
４
月
に
意

見
照
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
時
間
的
に
も
客
観
的
に

も
無
理
が
あ
り
、
承
認
し
が
た

い
と
考
え
る
が
、
村
長
の
見
解

は
ど
う
か
。

⑨
仮
に
環
境
省
が
４
月
に
意
見

照
会
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
ど
う
対
応
し
審
査
体
制
は

ど
う
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

⑩
国
立
公
園
区
域
指
定
計
画
の

承
認
に
つ
い
て
は
、
国
頭
村
議

会
の
議
決
事
項
と
し
て
３
月
定

例
会
で
、
追
加
議
案
と
し
て
提

案
す
る
考
え
は
な
い
か
。

①
地
権
者
の
数
は
個
人
、
民
間

団
体
を
合
わ
せ
て
、
約
60
人
か

ら
70
人
と
推
定
さ
れ
、
お
お
よ

そ
30
万
円
程
度
、
面
積
は
第
２

特
別
地
域
等
と
の
重
複
面
積
も

存
在
し
て
把
握
し
て
な
い
。

②
環
境
省
が
現
在
提
案
さ
れ
て

い
る
区
域
案
は
、
村
民
の
意
見

を
聞
く
た
め
の
仮
の
区
域
案
で

あ
り
、
決
定
し
た
区
域
で
は
な

い
た
め
、
同
意
の
手
続
行
為
は

行
っ
て
い
な
い
。

③
各
字
及
び
地
権
者
か
ら
の
同

意
書
面
の
添
付
は
、
同
意
を
得

る
手
続
き
行
為
の
法
律
的
な
義

務
は
な
い
。
本
村
か
ら
国
に
条

件
づ
け
を
依
頼
す
る
こ
と
は
可

能
で
も
確
約
で
き
ま
せ
ん
。

④
賃
貸
契
約
の
条
件
づ
け
が
見

合
う
も
の
な
の
か
疑
義
が
生
じ

ま
す
が
、
制
度
的
な
契
約
根
拠

の
精
査
の
他
、
他
候
補
地
の
状

況
も
考
慮
す
る
と
意
見
照
会
提

出
前
に
確
約
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

⑤
沖
縄
県
や
軍
用
地
所
在
市
町

村
と
連
携
し
な
が
ら
沖
縄
県
軍

用
地
転
用
促
進
・
基
地
問
題
協

議
会
で
の
要
請
活
動
や
沖
縄
防

衛
局
等
の
関
係
機
関
へ
の
意
見

照
会
の
際
に
は
、
飛
行
訓
練
に

つ
い
て
最
大
限
配
慮
し
て
も
ら

う
よ
う
要
請
等
検
討
し
た
い
。

⑥
返
還
が
具
体
的
に
見
え
て
き

た
段
階
で
検
討
す
る
か
と
思
わ

れ
る
。

⑦
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、
国

と
は
詳
細
に
協
議
・
対
応
す
る

な
ど
、
村
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

⑧
議
会
の
審
議
の
推
移
も
念
頭

に
入
れ
な
が
ら
意
見
照
会
の
対

応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

⑨
国
立
公
園
区
域
の
調
整
に

は
、
村
内
各
関
係
団
体
と
も
十

分
協
議
し
な
が
ら
審
査
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑩
意
見
照
会
で
の
正
式
な
素
案

が
出
て
い
な
い
時
期
的
な
こ
と

も
あ
り
、
追
加
議
案
と
し
て
の

提
案
は
考
え
て
い
な
い
。

　他
に
左
記
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

◯
「
山
原
猪
豚
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
の
取
り
組
み
の

現
状
と
課
題
に
つ
い

て
」

◯
「
職
員
に
よ
る
酒
気
帯

運
転
検
挙
の
始
末
に
つ

い
て
」

◯
「
職
員
の
住
居
手
当
の

不
正
受
給
と
酒
気
帯
運

転
の
責
任
の
取
り
方
に

つ
い
て
」

◯
「
謝
敷
海
岸
保
全
の
緊

急
対
策
に
つ
い
て
」

◯
「
学
芸
員
の
増
員
採
用

に
つ
い
て
」

山 城  正 和
議員

問
国
立
公
園
指
定
の
取
り

組
み
進
捗
状
況
と
課
題

に
つ
い
て

答
宮
城
久
和 

村
長

　平
成
22
年
度
の
国
立
、
国
定

公
園
総
点
検
事
業
に
お
い
て
、

わ
が
国
を
代
表
す
る
傑
出
し
た

地
域
と
し
て
国
立
公
園
の
指
定

と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

　多
様
な
動
植
物
相
を
維
持
す

る
生
息
、
生
育
環
境
が
条
件
と

さ
れ
る
特
別
保
護
地
区
。
第
１

種
特
別
地
区
に
該
当
す
る
私
有

地
の
面
積
と
地
権
者
は
何
人

か
。　地

権
者
の
同
意
取
り
付
け
に

は
そ
れ
な
り
の
負
担
も
伴
う

が
、
ど
う
調
整
を
図
っ
て
い
く

考
え
な
の
か
。

　村
長
は
、
今
年
の
９
月
に
推

薦
書
の
暫
定
案
を
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

　環
境
省
が
現
在
提
案
さ
れ
て

い
る
区
域
案
は
仮
の
区
域
案
で

私
有
地
面
積
、
地
権
者
は
未
確

定
と
聞
い
て
い
る
。
個
人
、
民

間
団
体
を
合
わ
せ
て
、
お
お
よ

そ
60
人
か
ら
70
人
と
推
定
さ

れ
、
面
積
は
第
２
種
特
別
地
域

等
と
の
重
複
面
積
も
存
在
し
て

把
握
し
て
い
な
い
状
況
を
聞
い

て
い
る
。

　地
権
者
の
同
意
の
手
続
き
は

法
律
的
に
は
義
務
づ
け
さ
れ
て

い
な
い
が
、
特
別
保
護
地
区
、

第
１
種
特
別
地
域
へ
の
地
権
者

に
は
、
丁
寧
な
説
明
や
理
解
を

促
す
よ
う
環
境
省
へ
申
し
入
れ

て
い
る
。

　農
林
漁
業
で
の
経
済
活
動
に

影
響
が
少
な
い
公
園
区
域
の
設

定
調
整
が
最
大
の
課
題
と
考
え

て
お
り
、
仮
に
意
見
照
会
で
の

区
域
調
整
が
あ
っ
た
場
合
、
村

側
か
ら
の
要
望
を
組
み
入
れ
る

よ
う
最
大
の
申
し
入
れ
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

　選
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の

経
緯
と
、
決
め
手
に
な
っ
た
ポ

イ
ン
ト
を
伺
う
。

　用
地
選
定
に
向
け
、
こ
れ
ま

で
保
育
士
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
保
育
士
経

験
者
か
ら
意
見
や
要
望
等
を
聴

取
す
る
中
、
４
地
区
を
計
画
候

補
地
と
し
て
選
定
し
、
14
人
の

委
員
で
構
成
す
る
策
定
委
員
会

を
２
回
開
催
し
、
計
画
候
補
地

の
比
較
検
討
や
自
然
環
境
教
育

や
防
犯
等
安
全
面
を
網
羅
し
た

場
所
の
選
定
が
論
議
さ
れ
た
。

　幼
児
教
育
は
環
境
教
育
が
大

事
で
あ
り
、
幼
少
期
か
ら
豊
か

な
自
然
に
慣
れ
親
し
む
、
心
豊

か
な
子
ど
も
達
の
成
長
を
促
進

で
き
る
環
境
設
定
と
、
地
域
住

民
と
の
連
携
、
防
犯
情
報
の
収

集
な
ど
協
力
体
制
が
図
れ
る
事

を
踏
ま
え
て
、
計
画
地
と
し
て

森
林
公
園
入
口
付
近
、
国
道
側

の
辺
土
名
河
川
沿
い
を
選
定
し

た
。　国

立
公
園
化
を
目
指
す
上

で
、
私
有
地
の
取
り
扱
い
が
大

き
な
課
題
に
な
る
と
捉
え
て
い

る
。　環

境
省
か
ら
の
照
会
が
４
月

頃
、
村
か
ら
の
意
見
照
会
が
６

月
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
推
薦

書
の
暫
定
書
案
が
９
月
、
本
推

薦
書
の
提
出
に
向
け
て
は
年
明

け
の
２
月
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
日
程
を
見
る
と
か
な

り
厳
し
い
と
想
定
さ
れ
る
。

国
立
公
園
化
を
目
指
す
上
で
、

私
有
地
の
買
い
上
げ
も
あ
る
の

か
。　環

境
省
自
体
の
買
い
上
げ
は

予
定
し
て
い
な
い
。
別
の
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

　世
界
自
然
遺
産
対
策
準
備
室

の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

ど
う
い
っ
た
体
制
で
こ
れ
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
専
門

職
の
配
置
も
考
え
ら
れ
、
今
の

担
当
課
の
職
員
体
制
で
十
分
対

応
し
て
い
け
る
の
か
伺
う
。

　人
事
交
流
と
い
う
こ
と
で
、

県
の
方
か
ら
提
案
、
提
言
等
が

あ
り
ま
し
た
。
複
数
予
定
者
と

し
て
挙
げ
て
い
る
方
の
中
で
、

森
林
や
法
的
に
も
強
い
方
が
お

り
、
人
事
交
流
と
い
う
形
で
送

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

組
織
と
し
て
は
、
３
人
体
制
の

職
員
を
予
定
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
対
策
室
と
い
う
形
で

考
え
て
い
る
。

大 城  武
議員

問
や
ん
ば
る
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
て

問
幼
保
一
体
型
総
合
施
設

の
用
地
は
ど
こ
に

問
知
花
靖

企
画
商
工
観
光
課
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
島
袋
成
年

　総
務
課
長

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】

議会だよりに掲載されている一般質問の

内容は、各自の質問・会議録（録音テープ）

に基づいて各議員がまとめ、議会広報委

員会が会議録で最終確認したものを掲載

しています。

一般質問の内容は
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〔一般質問〕 3月の定例議会〔一般質問〕 3月の定例議会
①
特
別
保
護
地
区
、
第
１
種
特

別
地
域
の
地
種
区
分
ご
と
、
各

字
、
及
び
所
有
者
数
、
面
積
、

固
定
資
産
税
の
課
税
総
額
を
明

示
さ
れ
た
い
。

②
特
別
保
護
地
区
、
第
１
種
特

別
地
域
の
各
字
及
び
地
権
者
の

同
意
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

③
特
別
保
護
地
区
、
第
１
種
特

別
地
域
の
各
字
、
地
権
者
の
合

意
の
証
と
し
て
、
環
境
省
に
対

し
意
見
照
会
の
提
出
書
面
と
し

て
、
同
意
書
の
添
付
を
村
の
条

件
と
し
て
確
約
で
き
な
い
か
。

④
特
別
保
護
地
区
、
第
１
種
特

別
地
域
の
村
有
地
は
賃
貸
契
約

で
の
使
用
を
条
件
に
意
見
照
会

の
提
出
前
に
確
約
で
き
な
い

か
。

⑤
北
部
訓
練
場
と
特
別
保
護
地

区
、
第
１
種
特
別
地
域
と
は
、

背
中
合
わ
せ
で
あ
り
、
国
立
公

園
指
定
地
域
で
の
米
軍
の
オ
ス

プ
レ
イ
な
ど
軍
用
機
の
飛
行
訓

練
を
禁
止
す
る
法
的
な
担
保
措

置
は
最
低
条
件
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
意
見
照
会
の

提
出
前
に
確
約
で
き
な
い
か
。

⑥
北
部
訓
練
場
一
部
返
還
予
定

地
約
４
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
跡
地

利
用
は
、
国
立
公
園
地
域
に
追

加
指
定
さ
れ
る
確
約
と
れ
て
い

る
か
。

⑦
環
境
省
が
、
４
月
に
予
定
し

て
い
る
意
見
照
会
に
対
し
、
現

在
の
村
民
の
世
論
の
熟
度
や
諸

般
の
事
情
か
ら
し
て
、
こ
の
提

出
時
期
に
つ
い
て
村
長
は
、
自

治
権
能
に
基
づ
き
ど
う
判
断

し
、
環
境
省
に
ど
う
対
応
さ
れ

る
か
。

⑧
国
頭
村
議
会
が
国
立
公
園
指

定
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
慎
重
に
調
査
を
継
続
中

で
あ
り
、
環
境
省
が
４
月
に
意

見
照
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
時
間
的
に
も
客
観
的
に

も
無
理
が
あ
り
、
承
認
し
が
た

い
と
考
え
る
が
、
村
長
の
見
解

は
ど
う
か
。

⑨
仮
に
環
境
省
が
４
月
に
意
見

照
会
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
ど
う
対
応
し
審
査
体
制
は

ど
う
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

⑩
国
立
公
園
区
域
指
定
計
画
の

承
認
に
つ
い
て
は
、
国
頭
村
議

会
の
議
決
事
項
と
し
て
３
月
定

例
会
で
、
追
加
議
案
と
し
て
提

案
す
る
考
え
は
な
い
か
。

①
地
権
者
の
数
は
個
人
、
民
間

団
体
を
合
わ
せ
て
、
約
60
人
か

ら
70
人
と
推
定
さ
れ
、
お
お
よ

そ
30
万
円
程
度
、
面
積
は
第
２

特
別
地
域
等
と
の
重
複
面
積
も

存
在
し
て
把
握
し
て
な
い
。

②
環
境
省
が
現
在
提
案
さ
れ
て

い
る
区
域
案
は
、
村
民
の
意
見

を
聞
く
た
め
の
仮
の
区
域
案
で

あ
り
、
決
定
し
た
区
域
で
は
な

い
た
め
、
同
意
の
手
続
行
為
は

行
っ
て
い
な
い
。

③
各
字
及
び
地
権
者
か
ら
の
同

意
書
面
の
添
付
は
、
同
意
を
得

る
手
続
き
行
為
の
法
律
的
な
義

務
は
な
い
。
本
村
か
ら
国
に
条

件
づ
け
を
依
頼
す
る
こ
と
は
可

能
で
も
確
約
で
き
ま
せ
ん
。

④
賃
貸
契
約
の
条
件
づ
け
が
見

合
う
も
の
な
の
か
疑
義
が
生
じ

ま
す
が
、
制
度
的
な
契
約
根
拠

の
精
査
の
他
、
他
候
補
地
の
状

況
も
考
慮
す
る
と
意
見
照
会
提

出
前
に
確
約
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

⑤
沖
縄
県
や
軍
用
地
所
在
市
町

村
と
連
携
し
な
が
ら
沖
縄
県
軍

用
地
転
用
促
進
・
基
地
問
題
協

議
会
で
の
要
請
活
動
や
沖
縄
防

衛
局
等
の
関
係
機
関
へ
の
意
見

照
会
の
際
に
は
、
飛
行
訓
練
に

つ
い
て
最
大
限
配
慮
し
て
も
ら

う
よ
う
要
請
等
検
討
し
た
い
。

⑥
返
還
が
具
体
的
に
見
え
て
き

た
段
階
で
検
討
す
る
か
と
思
わ

れ
る
。

⑦
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、
国

と
は
詳
細
に
協
議
・
対
応
す
る

な
ど
、
村
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

⑧
議
会
の
審
議
の
推
移
も
念
頭

に
入
れ
な
が
ら
意
見
照
会
の
対

応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

⑨
国
立
公
園
区
域
の
調
整
に

は
、
村
内
各
関
係
団
体
と
も
十

分
協
議
し
な
が
ら
審
査
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑩
意
見
照
会
で
の
正
式
な
素
案

が
出
て
い
な
い
時
期
的
な
こ
と

も
あ
り
、
追
加
議
案
と
し
て
の

提
案
は
考
え
て
い
な
い
。

　他
に
左
記
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

◯
「
山
原
猪
豚
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
の
取
り
組
み
の

現
状
と
課
題
に
つ
い

て
」

◯
「
職
員
に
よ
る
酒
気
帯

運
転
検
挙
の
始
末
に
つ

い
て
」

◯
「
職
員
の
住
居
手
当
の

不
正
受
給
と
酒
気
帯
運

転
の
責
任
の
取
り
方
に

つ
い
て
」

◯
「
謝
敷
海
岸
保
全
の
緊

急
対
策
に
つ
い
て
」

◯
「
学
芸
員
の
増
員
採
用

に
つ
い
て
」

山 城  正 和
議員

問
国
立
公
園
指
定
の
取
り

組
み
進
捗
状
況
と
課
題

に
つ
い
て

答
宮
城
久
和 

村
長

　平
成
22
年
度
の
国
立
、
国
定

公
園
総
点
検
事
業
に
お
い
て
、

わ
が
国
を
代
表
す
る
傑
出
し
た

地
域
と
し
て
国
立
公
園
の
指
定

と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

　多
様
な
動
植
物
相
を
維
持
す

る
生
息
、
生
育
環
境
が
条
件
と

さ
れ
る
特
別
保
護
地
区
。
第
１

種
特
別
地
区
に
該
当
す
る
私
有

地
の
面
積
と
地
権
者
は
何
人

か
。　地

権
者
の
同
意
取
り
付
け
に

は
そ
れ
な
り
の
負
担
も
伴
う

が
、
ど
う
調
整
を
図
っ
て
い
く

考
え
な
の
か
。

　村
長
は
、
今
年
の
９
月
に
推

薦
書
の
暫
定
案
を
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

　環
境
省
が
現
在
提
案
さ
れ
て

い
る
区
域
案
は
仮
の
区
域
案
で

私
有
地
面
積
、
地
権
者
は
未
確

定
と
聞
い
て
い
る
。
個
人
、
民

間
団
体
を
合
わ
せ
て
、
お
お
よ

そ
60
人
か
ら
70
人
と
推
定
さ

れ
、
面
積
は
第
２
種
特
別
地
域

等
と
の
重
複
面
積
も
存
在
し
て

把
握
し
て
い
な
い
状
況
を
聞
い

て
い
る
。

　地
権
者
の
同
意
の
手
続
き
は

法
律
的
に
は
義
務
づ
け
さ
れ
て

い
な
い
が
、
特
別
保
護
地
区
、

第
１
種
特
別
地
域
へ
の
地
権
者

に
は
、
丁
寧
な
説
明
や
理
解
を

促
す
よ
う
環
境
省
へ
申
し
入
れ

て
い
る
。

　農
林
漁
業
で
の
経
済
活
動
に

影
響
が
少
な
い
公
園
区
域
の
設

定
調
整
が
最
大
の
課
題
と
考
え

て
お
り
、
仮
に
意
見
照
会
で
の

区
域
調
整
が
あ
っ
た
場
合
、
村

側
か
ら
の
要
望
を
組
み
入
れ
る

よ
う
最
大
の
申
し
入
れ
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

　選
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の

経
緯
と
、
決
め
手
に
な
っ
た
ポ

イ
ン
ト
を
伺
う
。

　用
地
選
定
に
向
け
、
こ
れ
ま

で
保
育
士
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
保
育
士
経

験
者
か
ら
意
見
や
要
望
等
を
聴

取
す
る
中
、
４
地
区
を
計
画
候

補
地
と
し
て
選
定
し
、
14
人
の

委
員
で
構
成
す
る
策
定
委
員
会

を
２
回
開
催
し
、
計
画
候
補
地

の
比
較
検
討
や
自
然
環
境
教
育

や
防
犯
等
安
全
面
を
網
羅
し
た

場
所
の
選
定
が
論
議
さ
れ
た
。

　幼
児
教
育
は
環
境
教
育
が
大

事
で
あ
り
、
幼
少
期
か
ら
豊
か

な
自
然
に
慣
れ
親
し
む
、
心
豊

か
な
子
ど
も
達
の
成
長
を
促
進

で
き
る
環
境
設
定
と
、
地
域
住

民
と
の
連
携
、
防
犯
情
報
の
収

集
な
ど
協
力
体
制
が
図
れ
る
事

を
踏
ま
え
て
、
計
画
地
と
し
て

森
林
公
園
入
口
付
近
、
国
道
側

の
辺
土
名
河
川
沿
い
を
選
定
し

た
。　国

立
公
園
化
を
目
指
す
上

で
、
私
有
地
の
取
り
扱
い
が
大

き
な
課
題
に
な
る
と
捉
え
て
い

る
。　環

境
省
か
ら
の
照
会
が
４
月

頃
、
村
か
ら
の
意
見
照
会
が
６

月
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
推
薦

書
の
暫
定
書
案
が
９
月
、
本
推

薦
書
の
提
出
に
向
け
て
は
年
明

け
の
２
月
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
日
程
を
見
る
と
か
な

り
厳
し
い
と
想
定
さ
れ
る
。

国
立
公
園
化
を
目
指
す
上
で
、

私
有
地
の
買
い
上
げ
も
あ
る
の

か
。　環

境
省
自
体
の
買
い
上
げ
は

予
定
し
て
い
な
い
。
別
の
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

　世
界
自
然
遺
産
対
策
準
備
室

の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

ど
う
い
っ
た
体
制
で
こ
れ
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
専
門

職
の
配
置
も
考
え
ら
れ
、
今
の

担
当
課
の
職
員
体
制
で
十
分
対

応
し
て
い
け
る
の
か
伺
う
。

　人
事
交
流
と
い
う
こ
と
で
、

県
の
方
か
ら
提
案
、
提
言
等
が

あ
り
ま
し
た
。
複
数
予
定
者
と

し
て
挙
げ
て
い
る
方
の
中
で
、

森
林
や
法
的
に
も
強
い
方
が
お

り
、
人
事
交
流
と
い
う
形
で
送

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

組
織
と
し
て
は
、
３
人
体
制
の

職
員
を
予
定
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
対
策
室
と
い
う
形
で

考
え
て
い
る
。

大 城  武
議員

問
や
ん
ば
る
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
て

問
幼
保
一
体
型
総
合
施
設

の
用
地
は
ど
こ
に

問
知
花
靖

企
画
商
工
観
光
課
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
島
袋
成
年

　総
務
課
長

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】

議会だよりに掲載されている一般質問の

内容は、各自の質問・会議録（録音テープ）

に基づいて各議員がまとめ、議会広報委

員会が会議録で最終確認したものを掲載

しています。

一般質問の内容は
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国立公園化に対する地権者
及び村民の理解を求める意見書（抜粋）

　沖縄本島の最北端に位置する国頭村は豊かな自然環境があり、貴重な動植物の生息する生物多様

性に富んだ生態系が残され村が誇りとする地域であります。　

　この緑豊かな山林を源とする多くの河川と三ダムは、水清く豊富な水量を有し、中南部への主要な

水源地域となって県民に大きな恩恵を与えています。

　近年、国と県は、やんばる地域を世界自然遺産「奄美・琉球」の候補地として選定し、本村地域

では山間部を中心とした場所を登録に向け村と連携し取り組んでいます。この世界自然遺産登録には、

国立公園の保護地域に指定されることが必要なことから村民に理解と協力及び合意形成を図るため制

度や規制等について校区単位の説明会を開催したり、また、広報等を利用して周知を図るなど環境省

と連携し、取り組んできております。

　平成２６年９月に国頭村議会は、特別委員会を設置し環境省那覇自然環境事務所・沖縄県自然保護・

緑化推進課及び村当局との意見交換会をするなど慎重に継続調査を行っております。平成２７年２月２

０日国頭村における国立公園指定及び世界自然遺産に関する検討委員会から村長に対し、答申書が提

出され、今後の方向性を定めてもらうよう答申されている。国立公園指定や世界自然遺産登録は、将

来の村づくりに大きく影響することから、村民の理解と合意形成を図ることが重要であります。特に国

内４カ所が登録された地域は公有地が中心であるのに対し、国頭村は私有地が圧倒的に多いのが特徴

である。この村内外の地権者の理解と協力が必要であります。

　よって、国頭村議会は村民の理解と協力及び地権者や各字区の同意が得られるよう関係機関は誠意

をもって課題の克服と村の条件整備が整うために丁寧に説明責任を果たし、村民及び地権者の声を謙

虚に受け止め、混乱が生じないよう適切な対応が取られるように下記事項の取り組みを強く求めます。

記

平成２６年１１月１７日

国 頭 村 議 会

議 長 金 城 利 光　殿

国頭村長 宮 城 久 和

１．国、県、村は、村民の理解と協力及び地権者や各字区との合意が得られるよう最善を尽くし

て丁寧に説明責任を果たすことを求めます。

１．国、県、村は、村民及び地権者や各字区から出された意見及び疑義に対し真摯に対応するこ

とを求めます。

１．国、県、村は、地権者の財産権を尊重し、交渉にあっては、誠意をもって慎重に対応するこ

とを求めます。

１．国は、国頭村の将来に夢と希望にあふれる明るい展望が開けるような自然と調和のとれた持

続可能な地域振興の発展が実現できる内容で意見照会の提出が行われるよう最善の努力する

ことを求めます。

　

平成２７年３月２０日

沖縄県国頭村議会

宛　　先

環境大臣　　　環境省那覇自然環境事務所長

沖縄県知事　　国頭村長　　　　　　　　　　　殿

　平成２６年９月２２日の国頭村議会定例会において決議された「職員による

住居手当の不正受給に関わる真相究明及び、厳正な行政処分と不祥事の再発防

止を求める決議について」下記のとおり回答いたします。

記

１．村当局は今回の職員による住居手当の不正受給に関わる真相究明を徹底させるため、

全庁あげて調査チームを立ち上げて早期に調査結果をまとめること。

顧問弁護士を交えて本人から事実聴取等の調査を行い、その調査結果、平成５

年４月から平成２３年９月までの支給はその前提を欠いているとの結論に達し、

平成２６年１月３０日付で職員に対し返還請求を行いました。

平成２６年３月１４日に受給額を返還。

回 答

２．村当局は、調査結果の報告を基に懲罰委員会等に諮問し、厳正にしかるべき行政処

分を速やかに措置すると同時に、村民に対し説明責任を果たして信頼回復に努める

こと。

平成２６年１１月６日に国頭村職員分限懲戒審査委員会を開催し、委員会の答

申を受け、地方公務員法第２９条第１項第１号の規定に基づき３ヶ月間給料の

１００分の１０を減ずる行政処分を行いました。

回 答

３．村当局は行政組織機構の中で十分な監督とチエック機能の強化と検証を行って不詳

事の再発防止に努めること。

※ 村回答書より抜粋して掲載しています。

現在、住居手当は年に１度必ず確認を行い、確認時には賃貸借契約書の写し及

び直近の家賃の支払いを確認できる書類の提出をもって認定しています。

今後も再発防止に努めます。

回 答
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国立公園化に対する地権者
及び村民の理解を求める意見書（抜粋）

　沖縄本島の最北端に位置する国頭村は豊かな自然環境があり、貴重な動植物の生息する生物多様

性に富んだ生態系が残され村が誇りとする地域であります。　

　この緑豊かな山林を源とする多くの河川と三ダムは、水清く豊富な水量を有し、中南部への主要な

水源地域となって県民に大きな恩恵を与えています。

　近年、国と県は、やんばる地域を世界自然遺産「奄美・琉球」の候補地として選定し、本村地域

では山間部を中心とした場所を登録に向け村と連携し取り組んでいます。この世界自然遺産登録には、

国立公園の保護地域に指定されることが必要なことから村民に理解と協力及び合意形成を図るため制

度や規制等について校区単位の説明会を開催したり、また、広報等を利用して周知を図るなど環境省

と連携し、取り組んできております。

　平成２６年９月に国頭村議会は、特別委員会を設置し環境省那覇自然環境事務所・沖縄県自然保護・

緑化推進課及び村当局との意見交換会をするなど慎重に継続調査を行っております。平成２７年２月２

０日国頭村における国立公園指定及び世界自然遺産に関する検討委員会から村長に対し、答申書が提

出され、今後の方向性を定めてもらうよう答申されている。国立公園指定や世界自然遺産登録は、将

来の村づくりに大きく影響することから、村民の理解と合意形成を図ることが重要であります。特に国

内４カ所が登録された地域は公有地が中心であるのに対し、国頭村は私有地が圧倒的に多いのが特徴

である。この村内外の地権者の理解と協力が必要であります。

　よって、国頭村議会は村民の理解と協力及び地権者や各字区の同意が得られるよう関係機関は誠意

をもって課題の克服と村の条件整備が整うために丁寧に説明責任を果たし、村民及び地権者の声を謙

虚に受け止め、混乱が生じないよう適切な対応が取られるように下記事項の取り組みを強く求めます。

記

平成２６年１１月１７日

国 頭 村 議 会

議 長 金 城 利 光　殿

国頭村長 宮 城 久 和

１．国、県、村は、村民の理解と協力及び地権者や各字区との合意が得られるよう最善を尽くし

て丁寧に説明責任を果たすことを求めます。

１．国、県、村は、村民及び地権者や各字区から出された意見及び疑義に対し真摯に対応するこ

とを求めます。

１．国、県、村は、地権者の財産権を尊重し、交渉にあっては、誠意をもって慎重に対応するこ

とを求めます。

１．国は、国頭村の将来に夢と希望にあふれる明るい展望が開けるような自然と調和のとれた持

続可能な地域振興の発展が実現できる内容で意見照会の提出が行われるよう最善の努力する

ことを求めます。

　

平成２７年３月２０日

沖縄県国頭村議会

宛　　先

環境大臣　　　環境省那覇自然環境事務所長

沖縄県知事　　国頭村長　　　　　　　　　　　殿

　平成２６年９月２２日の国頭村議会定例会において決議された「職員による

住居手当の不正受給に関わる真相究明及び、厳正な行政処分と不祥事の再発防

止を求める決議について」下記のとおり回答いたします。

記

１．村当局は今回の職員による住居手当の不正受給に関わる真相究明を徹底させるため、

全庁あげて調査チームを立ち上げて早期に調査結果をまとめること。

顧問弁護士を交えて本人から事実聴取等の調査を行い、その調査結果、平成５

年４月から平成２３年９月までの支給はその前提を欠いているとの結論に達し、

平成２６年１月３０日付で職員に対し返還請求を行いました。

平成２６年３月１４日に受給額を返還。

回 答

２．村当局は、調査結果の報告を基に懲罰委員会等に諮問し、厳正にしかるべき行政処

分を速やかに措置すると同時に、村民に対し説明責任を果たして信頼回復に努める

こと。

平成２６年１１月６日に国頭村職員分限懲戒審査委員会を開催し、委員会の答

申を受け、地方公務員法第２９条第１項第１号の規定に基づき３ヶ月間給料の

１００分の１０を減ずる行政処分を行いました。

回 答

３．村当局は行政組織機構の中で十分な監督とチエック機能の強化と検証を行って不詳

事の再発防止に努めること。

※ 村回答書より抜粋して掲載しています。

現在、住居手当は年に１度必ず確認を行い、確認時には賃貸借契約書の写し及

び直近の家賃の支払いを確認できる書類の提出をもって認定しています。

今後も再発防止に努めます。

回 答



沖縄県国頭村

第　  号
平成27年6月15日発行

CONTENTS

題字：国頭中学校３年

◯平成２７年第２回（３月）国頭村議会定例会のあらまし …………………………… 2～3

◯一般質問 ………………………………………………………………………………4～11

◯国立公園化に対する地権者及び村民の理解を求める意見書 ……………………… 12

◯職員の住居手当不正受給に関する決議への村回答 ………………………………… 13

◯平成２７年春の叙勲・自治功労者表彰・あとがき……………………………………… 14

夏野菜早く大きくなーれ（村立辺土名幼稚園つつじ組）

発行：沖縄県国頭郡国頭村議会
電話：0980-41-5203

編集：議会広報委員会
FAX：0980-41-3737

山田 鈴乃（半地）
やまだ   すずの

97

平成27年6月15日◇国頭村議会だより【第97号】 14

平成２７年春の叙勲 山田義隆氏　旭日双光章受章
　昭和４９年９月、地域から推されて国頭村議会議

員に当選して以来、平成２２年９月までの７期余２

６年の永きにわたり在職し、昭和５７年９月から昭

和６１年９月までは１期４年間副議長、昭和６１年

９月から昭和６３年１０月までの２年は議長の要職

を務め、議会の民主的かつ円滑な運営に尽力した。

　また、氏は昭和６３年１０月から平成８年１０月

までは国頭村収入役として、村の活性化、村勢の振

興発展に寄与した。平成１４年１０月から平成２２

年９月までの２期８年、国頭村監査委員として、村

行政の予算の適正及び効率的執行について尽力さ

れ、村民福祉の向上、行政改革の推進においての功

績は誠に大であり、平成２７年４月２９日に旭日双

光章を受章された。山田義隆氏勲記と勲章を胸に妻菊子さんと記念撮影

自 治 功 労 者 表 彰
　元議員仲井間

宗明、前田徳榮

の両氏と宮城誠

議員が、議会議

員として１１年

以上在職し、自

治功労者として

沖縄県町村議会

議長会長より平

成２７年２月１

２日付けで表彰

された。

３月定例会において金城利光議長より賞状を伝達された３名の受賞者（平成２７年３月６日）

　さわやかな天気で過ごすことができたゴールデンウィークも終わり、イジュの花洗い雨（梅雨）の時期
がやってきました。
　夏が近づくとハブが活発に動き出す。田畑や山野、草地などへの出入りや夜間は特に注意しましょう。
夏本番に向けて健康管理を怠らず、また日射病や水難事故防止にも十分に留意するよう心がけましょう。

広報委員　渡口直樹

あ と が き


